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今井こぶし畑地籍は,かねてから捏蔵文化財包蔵地 として注 目されていた所で

ありますが,本調査は長野県中信土地改良事務所所管の県営ほ場整備事業にとも

なって,本教育委員会に同地の緊急発掘調査が委託されたものであります。

木教育委員会は,松本市今井こぶし畑遺跡調査会を結成 し,日 本考苦学協会員

原嘉藤氏を団長とする調査団を編成し, 11月 28日 よリー週間にわたって調査

力

澤
][l量 』督l在の熱意 と地元土地改良区関係各位の場力によって,寒 の

中を進められ,そ の結果,全国でも珍しぃ組文早期と推定 される環状列石を含む

集石遺構が確認されたので,さ らに,文化庁・長野県教育委員会の指導を得て,

12月 21日 より5日 間,市教育委員会による第二次調査を行ない,学術上貴重

な資料を得ることができました。

本書はその結果を集録 したものであり,今後さらに精細な学術調査及び遺跡の

保存 を図る上で,貴重な資料となるものであると考えるしだいであ ります。

終 りに,文化財保護に多大な理解を示された関係各位に心から謝意を表 して序

といたします。

昭和 49年 3月 15日

松木市教育委員会教育長

大  和  良
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本書は昭和48年 12月 から49年 二月にがけて行なわれた松本市今井こぶし畑遺跡の

緊急発掘の報告書であるが、実際には調査は完了しておらず、その考察は完備したoの

ではないが、発掘調査の終つた部分の実状によリー応考察
:を

加えてある。

調査が厳冬の中で行なわれ、かつ期 日に制限があったため積石遺構の実測にも不備はま

ぬかれなかつた。

調査の主体部 となった地域は、調査前に地表下約 1“ の除上が行なわれたため、その土

層中の遺構の確認ができず、ただ遺物と、伝承によりこれを考察した。

報告書の執筆分担は別記の如くであるが、その内容の責任は執筆者にある。

執筆内容の検討は、時間の関係で充分でなく、今後つ調査結果呼まつものが多い。

本書の編集は原嘉藤・小松虔があたつた。

-3-



次目

序  一二――一二
____す~~~~~~~― 一す一 松本市教育委員会教育長 大和 良平  1

例    :ヨ    ーーーーーーーーー■―――____～―……―――――ニーーーーーーーーーーーーーーーーー‐―――_____――■――~~~~~―――――-  3

本文目次・図版目次等 ■―一■―一―――す―――一―一―一―-1-一一―_____,一 ―一ニーーー 4

第 1章  遺 跡 の 環 境 原 嘉 藤

第 1節 自 然 環 境
一

― ― ニ

ー
ー ー

ー

_____一 ― ― 一 ― ― ― 一 ― ―
一

― ― 二
=_____一 |― 一

― ― ―
-7

第 2節  歴史考詳 的環境
・
―――一_____――――――■――T‐ ~~~~一 ―――――一‐――――一――――――――ニー.― ___ 7

第3節 こぶし畑遺跡の地質 (予察)一一-1-,L_____― 一一―郷原 保美  8

第 2章  遺 構の状態 と調査経 過              r

第 1節  調  査  日  誌   ―――――――――一‐―――――――一―――‐……‐――‐―――・――――

第2節 集石遺構を含む各グリットの所見 ―一―――一―一一=――
「
―一

第 3節  第 4号弥生住り舌址 一――――――――――=――――――――――=__‐_______――

第 4節 土師時代の住居址 ニーーーーーー
「

一一~~~~~―一――,一―一

第5節 その他の遺構 一-1-―_,___―――――一―――一―――一――――

第 3章 遺

第 1節  細  文  土  器 ―――
.―
~~~~~― ―――‐――‐―――――――――‐―――……‐――――――‐――

第 2節 弥 生 土 器 ―
――一―――一――一二―一―__」=______一 ――――

第 3節  石          器 ―――――――――一――――――――一――――――
「
――――~1~~=._____

第 4節 配石遺構と陰刻文を有する石 ――一一――・―‐―___「__

第 5節 土師時代以後の遺物 一一―――一―一―一―一―――一―――――一

第 4章  考

第
1節

 複 合 遺 跡 で あ る こ と

 ,―
一

―

一

―

,一

~~~~~―

一

―

一

―

―

―

一

―

一
一

二
―

一

―

―

―

―

―

-35

第 2節  集 石 遺 構 に つ い て 一
― ― ― ― 一 ― 一 ― ―

一 ―
一 一 ― ― ―

―
■ ― ― ―

~~~~―
― 一 一

二 ´ __37

第 3節
 

遺 跡
の

不 連 続 性
に つ い

て
一

二 ―

一

―

一

二

一
―

=―
一

_____―
―

一

―

一

―

一

一

.―

~~~39

物

原 嘉 藤  lo

大久保知巳  13

小 松 虔 19

神沢昌二郎  20

倉 科
・
明 正  21

大久保知巳  23

/jヽ  松  虔  26

倉 科 明 正 29

大場 磐 雄  32

神沢昌二郎  33

原 嘉 藤察

-4-



次目版図

図 版  1

図 版  2

図 版  3

図 版 4

図 版  5

図 版  6

図 版  7

図 版  8

図 版  9

図 版 10

図 版 11

図 版 12

図 版 13

図 版 14

図 版 15

図 版 16

図 版 17

図 版 18

図 版 19

図 版 20

図 版 21

図 版 22

図 版 23

図 版 24

図 版 25

図 版 26

図 版 27

口 絵   集 石 中 心 部 会 影

東 方 か ら み た 遺 跡

ヽ
一

一 一

―

一

-1-― ~~~~~―
一

―

一

―

一

―

一

‐

―

―

一
―

一 一

―
-41

西方からみた遺跡 ―一―――‐一――「
~~~~~― 一―――一―――一―ニーーー____41

集 石 址 全 景 一―――一‐―一――一―――――一――一――一――一―――――――――――一――一―――――-42

F,Gグ リット2区の第 1及び第 2環状組石 ―一一―一―一一―一――一――――-43

HTl区
第 3環 状 組 石  ― 一 ―

― r― 一
―

― ― 一 ― 一 ― ― 一 一 ― 一
―

―
―

― 一 ― 一
―

一
―

― 一
-43

Hグ リ ッ ト
拡 張 1区 の 第 4環 状 組 石 ―

― ―
一 一

―
一 ―

―
一

¨
― 一 一 ―

―
一 ― 一 ― 一

― ―
一 一

-44

Fグ
リ

ッ
ト 2区 の

第
5環 状 組 石

― 一 ―
一

― 一 ― 一 ― 一

二 ― ―

― ―

_____―

一 一
― 一 一 - 44

1・ Hグ リット各 405区の第 3積 石部 ――一一一一́一―一―一‐――――――一―-45

1グ リット2区のビット状遺構と遺物 一―一―一―――――一―‐――_=_― ―.__― -45

南方からみた第 1号住居址第 2号 住居址 ―一――一-7~~~~~――一―一――一―-46

土  師  '器  
一

― ― ―

一

― ― ―
― ―

一

‐

―

―
―

―

―

―

一

―

―

― ‐ ― ― _____― ― ―

一

― ―

一

―

―

― ―

一

-46

第 1号 土 師 住 居 址
―

―
一 ―

―
―

一

―
一 ― 一

―
一 … ―

一
¨

一 ― 一 一 ―
― … 一 一

―
一 一

―
一 一

― ―

一

―
-47

第 2号 土 師 住 居 址
― 一 ― ― 一

―
― 一 ―

―

一
―

―
一 ― 一 一 一

―
―

―

―
一 ―

―
― 一

―
一 一

―
― ―

―
-47

各 種 配 石 ―
― ,‐

一
― ― ―

一
― ― ―

一
― ― ―

―
― ― ―

一
― ― ― ―

―

― ― ― ―
―

― ― 一 ―

一

― ― ― ―
一

― ― … … …
-48

組文早期 山形文土器片 (第 1類土器 )一―‐――一―一一―一―一―――一――一――-49

G2,-50m押 型文土器出土状 況  一一――一―一―一――――――一――一一――-50

線 亥 Jの あ る 石 ―
― ―

一

― ―
―

― ―
―

一
―

―
―

一
―

一
― ―

一

― ―
一

―
―

―
一

―
一

―
―

―
一

―
一

―
一

‐
―

―
―

― -50

町田市田端遺跡出土線刻の石  ――――̈――――――――――一――――一―一――-51

縄文第 3～ 7類土器 ―――――一―――一一‐一―一―――――…――ニー……___一―-52

縄文第 2類・ 3類土器  ―一一一―――一――一―ニーー_____一―――一―一――――-53

弥生住居址出土土器 一―――‐‐――一―_____― ――――一―一―一一―一一―一――-54

A～ 0地域出土弥生土器 一一―一――――――一二――一_____一一一一――一一―一―-55

ア～ソ地域出土弥生土器 ――一―――――――一一―一――=――一―一――一一―一――-56

A～ 0,ァ ～ソ地域 出土弥生土器底部 一―一―――一――一―――――――・―‐―一―-57

布 目 痕 の あ る 弥 生 式 土 器 底 部  ― 一 ―

―

一
一 一

― ヽ
一 ― 一 ― 一

―
― 一 一 一 ― ― ― 一 一 -58

土 師 住 居 址 出 土 の 須 恵 器
一 一 ― ―

―
一 ― 一

―
一 一 ―

―
― 一 ―

―
一 一 一

―
一 一 一 ― 一 一 ―

一
-59

調 査 地 区 出 上 の
各 種 石 器 一 一

―
― ―

‐
一

―
― 一 一 ― 一 ― ― 一 一 ― ― 一 一

―
―

―
一 ― ―

―
一 一 -60

-5-



次

今井こぶし畑遺跡付近地形図と細文遺跡の分布 ――――――一―一――――■―___

遺跡地帯の地質断面 ―一―一―一―――――一――――――一――――一――一―一一‐――

調 査 地 区 全 域 実 測
―

―
― ― 一 一 ―

―
―

―
― ― ― 一 一 一 一 ― 一 ― ―

―
一 ―

―
― 一 ― ―

―
一

一

―
― ―

調 査 地 区 グ リ ッ ト
実 測  

― 一 ―
―

一 ― 一 一
二

―
_____…

…
一 ― 一 ― ―

―
― 一 一 =一 ―

―

集 石 部 平 面 実 測 ― 一

―
一 ―

―
―

―
―

一 ―
―

一 一
―

一
―

―
一

―
―

― 一 ―
…

一 一 ― ― 一 ―
―

― 一

第 3号
住 居 址

と
第

4号
住 居 址

― 一

一

一

―

一 一 ― 一

―

一

一

―

一 ― 一 ― ― -1-― 一 一

___

土 師 第
1号 ・

第 2号
住 居 址 実

測

―

一

― 一 ― 一

―

―

―

― 一

―

― ―
― ―

一 ―

―

―

―

― 一 ―

―

― 一

Dト レ ン
チ 土 猿 実 測  

― 一 一 ―

―

一 一 一 ― 一 一 ― ―

―

一

― 一 ― ― 一 ― 一 一 一 一 ― ―

― ―

―

―

一

Iト レ ン
チ

拡 張 部
ア loの

土 壊 実 測
―

―

―

―

―

一 一

―

―
―

― ―

―

一
一 ― 一 一 一 一

― ―

― 一

各 地 区 壁 層 断 面  
― 一 一 一 一

―

― 一 一 ―

―

―

―

― ―

―

― ― ― 一

―

―

―

― ― 一 ― ― 一
― ― 一 一 ― ―

線 刻

の

あ る 石
の

拓 影  

―

一

―

― ― 一 ― ―

一

―

一

―
… … …

一 ― ―

―

―

―

― …
― ‐

… … …
一 一

組 文 第
1類 土 器 拓 影  

― 一 ― 一 ― ― 一 一

―

一 ―

―

― ―

―

一

一

―

― ―

―

一 一

―

―
一 一 一

―

― 一 一 一

縄文第 2類・ 3類土器拓影 ―一―――-1-一―__二____‐_______――一―一

細文第 3類 04類 05類・ 6類・ 7類土器拓影 ――――――一―――一一一―一

第 4号 住居址出土弥生土器拓影 ……………………――――=一―_____――一――一――

A～ S地区出土の弥生土器拓影 …………………………………………1-―_1___~~~~~

ア地区出土弥生土器拓影 ―……一一――
「
―~~~~~― ―――…………一―――-7-―

土 師 器 実 測 一

― ― ― ―

一

― ¨ ―
―

― ― ―

―

― ― ―
一

― ―
一

― ―
―

― ―
一

ヽ,一 ・ ‐
―

― ―
一

― ¨
―

‐ ―
一

‐―
―

―
=一

須 恵 器 ・ 施 釉 陶 器 実 測
一

L_____―
一 一 一

―
一 ― 一 ― 一 ―

―
一

・ ― ―
― 一

―
一 一

― ―
一 ― 一 一 一

石 器 実 測

― ― ―
一

‐ ― ― ‐

―

― ― ― ―
一

― ― ―
―

― ― ― ―

一

― ― ― ―
一

― ― ―
―

― ― ―
―

― ― ‐
一

― ― ―
―

‐ ― ―
―

― ― ―

目図挿

第 1図

第 2図

第 3図

第 4図

第 5図

第 6図

第 7図

第 8図

第 9図

第 10図

第 11図

第 12図

第 13図

第 14図

第 15図

第 16図

第17図

第18図

第19図

第20図

61

9

62

63

64

66

67

68

68

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

-6-



／

′

第 1章 遺 跡 の 環 境

第 1節 自 然 環 境

今井こぶし畑遺跡のある今井地区は、松本市の南西、奈良井川と鎖川のつ くる台地上に位置してい

るが、特に鎖り||が地区の台地を縦断しているところから、この川の営力を受けることが大きい。 C期 ||

は地区の南西鉢盛山 (東筑摩郡朝日村 0山形村の境 )と 鳥帽子岳 (朝 日村 )を水源として流れ下る川

で、朝 日・山形両村の山間を急流で下り、今井地区の平地にはいってからその流れはゆるやかとなり、

北に傾斜する扇状台地 をつくる。従ってこの地区には湧水が一か所もなく、鎖り||の 上流から用水をあ

げ、古代以後の郷村を拓いている。表土にはロームの被覆がほとんどなく、田・畑とも壊土に覆われ

ている。 (東筑摩郡・松本市・塩尻市誌第一巻 自然 )す べて沖積層で、洪積層の部分はない。

遺跡地帯は下今井西耕地の部落に接 し、鎖州の本流からは僅か 100π 離れているに過ぎないが、

遺跡時代はこの縁辺を支流が流れていた形跡がある。

位置は総体的には松本平の西南部にあるが、その標高は680π、眺望は東方に筑摩山脈の鉢伏山

(1928.5π )や高ボッチ山 (1,664π )が 望まれ、西方には山形・波田の洪積台地をとおし、日本

北アルプスの連峰を見、北は遠く白馬岳 (2,933π )・ 聖山 (1,447.5π )を 、南は塩尻峠を経て仙

丈ガ岳 (3033π )を眺望 し、高原的な風光は四季を通じてよい。

気象は年間を通 じ松本地方での平均をとるが、気温は平均 10度、最高気温 20度、最低気温は

-2o度 、通算40度の温度差がある。年間降水・積雪量の平均は 1,60臨 台■ 松本市街中心部の

1,30Q厠台に対しては多いが、全県的にみてはそれ程ではない。結局古代 人の生活には快適な高原

台地で、生活資源の水を川に求めるのほか、その他の食糧、生活資源の採集にも好条件をもっていた

ようである。そのことは別項に記す、原始・古代遺跡の周辺分布によつても知ること.が できる。

第 2節  歴 史 考 古 学 的 環 境

原始・古代の自然相を現在の自然相で律することは無理なことであるが、この上に展開された原始

時代からの人類文化の様相を推量することはなお不可能に近い。しかし今次調査の遺跡が、突然あっ

たものではないので、できるだけ詳しく(所在地だけ )別 図にこれを示したい。

今井を中心とする周辺には、先土器時代のものとしては今井の岩垂厚 (尖頭器・有舌尖頭器 )・ 今

井東耕地の合戦場 (尖頭器 )・ 今井古池原の西原 (尖頭器・ティフ )な どがありt洗馬 (塩尻市洗馬 )

の声の田(尖頭器=東筑摩郡・松本市・塩尻市誌調査 )、 また山形村(東筑摩郡 )内 出土の大形打製

石斧に似ており、当然同期の遺跡のあったことを示している。
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組文時代にはいって早期の遺跡及び同期遺跡物の出土地は現在のところこぶし畑遺跡のみで、早期

土器の出土地を聞かない。 しかし前期のものとしては洗馬の山の神遺跡に住居址 5件、前期後半の上

器・石器などを発見している。また、朝 日村の古見の曾倉沢遺跡、熊久保遺跡からも同期の土器を出

し、山形村の唐沢遺跡 (波 田との村境 )か らも前期後半の住居址、多数の土器石器の出土があった。

また麻神遺跡からは、縄文中期土器に混在 し発見されている。

以上は今井周辺の組文前期以前の遺跡についてであるが、今井地区の遺跡についてみると、まず今

井の北部北耕地の耕地中から縄文中期の石斧、東耕地 の東丘陵地から同期の打製石斧・石鏃などを出

し、こぶし畑西の諏訪神社の近くから石皿の出土があった。

また遺跡の南方では今井中沢の大槻氏宅地から組文中期の土石器・土師器・須恵器を出し、中村・

堂村・上新田の宅地や畑地等からも組文中期の土石器を出し、細文期遺跡の分布が害1合 に広く分布 し

ているも しかし学術的な調査は 1回 もなくすべて偶然な発見によるものであった。

しかし昭和33年度におけるこぶし畑の客上に際 して発見された、中期遺構の破壊と土師須恵期遺

物の出土 に際しては、幸地主桜井式司氏の配意や、客土の作業に従事 した村民中沢光也氏の努力によ

り、出土の概要が記録されており、のち遺物を保存していた桜井貞男氏の今井:]ヽ学校に対 しての寄贈

があり、この地域に縄文中期～土師時代の遺跡があることが明確にされ県・市の埋蔵文化財の台帳に

も明示されるに至つた。鎖川左岸の古見 0野 口の部落も、湧水・流水の遠い地帯ではあったが、縄文

中期を中心とする石斧・石鏃の発見があった。 とくに古池の登り口である弥生坂の改修の際無文土器

の発見があり、そのため弥生坂と名づけたというが、その土器が現存 しないので土師器か弥生式土器

かは不明である。中沢橋の上にも時期不明の石造遺構があることは筆者及び山本大六氏の調査によっ

て判っている。また野口の北方段丘が鎖州下面の平地と合体する直前の地帯の耕地からは、先年弥生

式土器が桜井武十郎氏らにより発見されているなど、思いのほか古代遺跡の分布が多い。このような

環境の中に本遺跡が営まれ、これが長年月にわたって引継がれ複合遺跡 として今に至ったものである。

(原  嘉藤 )

第 3節  こぶ し畑 遺跡 の地 質 〔予 察 〕

松本盆地の内部およびその周縁に分布する第4紀層に関する最近の研究は、松本盆地団体研究グル

ープによつて行なわれており(1972年 、地質学論集、第7号、297-304ベ ージ )、 ローム層

による段丘区分がほぼ確立された。

それによれば、ウルム氷期の段丘、ことに波田・森口段丘は、盆地中央部において沖積面下に没し

ているが、このような事例は、海岸に接する地域において、これらの段丘に対比される立り||・ 青柳段

丘ぉよびそれらに相当する段丘についても、知られている。

もっとも、海岸平野におけるこのような事象は、ウルム最盛期における海水面低下時に形成された
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段丘が、その後 (沖積世 )の 海水面上昇によつて、海岸線に近い部分が沖積層におおわれるに至った

と解釈されそいるが、海水面変動の影響を直接に蒙らない内陸盆地においても、松本盆地のように、

盆地中央部の沈降によつて、似たような事象がみられる、という事実が、最近の研究で明ら力■こなつ

てきた。

こぶし畑遺跡も、本来は、波田・森口面の延長上に位置するが、それらの段丘面が沖積層におおわ

れるに至る場所にあたつている。

すなわち、それらの段丘面は、盆地中央部へ向って傾きながら、沖積世になつてしだいに埋積され

たが、こぶし畑附近は、鎖州の氾濫堆積物がこれらの段丘面を扇状地状におおつている、その扇頂部

に位置する (こ ぶし畑附近を扇頂部として、松本空港附近へ末ひろがりになつた扇状地形がみられる)。

こぶし畑遺跡附近は、現在は、平坦な水田面となつているが、地質断面 (図参照 )と その中に包含

される遺物の新旧から判断して、縄文早期～中期にかけて、しばしば鎖川が氾濫し、凹所を埋めるよ

うな堆積をおこないながら、しだいに扇状地形をつくつたと思われる。

測量を行なつていないので、正確なことはいえないが、地質断面図から、つぎのような堆積状況を

推定することができる。

集石遺構は、組文早期の氾濫堆積物からなる塚状堤の高所にあつたものと思われ、早～前期に、こ

の遺構も氾濫 (洪水 )の ために砂層に埋没したが、前・中期には、周囲の低い区域に氾濫堆積物が厚

(西 ) 集石遺構西壁面 集石遺構北東方   (東 )

・

　

Ｆ

　

。

　

・

″

集  1
石      ヽ
遺   12   き、ヽ

第 2図 遺跡地帯の地質断面
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く堆積 したのに対 して、砂に埋れた集石遺構およびその周縁部の高まりの表面は風化 をうけ、ときに

洪水の際に洗われて細粒物質がその上に薄 く堆積 したものであろ う。これらの精細については、今後

の精査に待たなければならない。

後 記                      '
昭和48年 12月 24日 午後に、日本で最古の集石遺構といゎれるこぶし畑遺跡を、松本盆地団体研究

グループのメンバーとともに見学する機会を与えられた、小松虔ならびに関係の皆様に謝意を表します。

地質に関する知見は、半日の見学だったために、予察の域を出なかつたことをお断わりします。

第 2 土早 遺構の状態 と調査経過

第 1節 調 査

11月 28日 (水 )晴 午前 8時 30分 集合、調査委員・補助員全員参加、予定地区にグリット設

定、小松調査主任指導、Dト レンチ1区 より18区 まで発掘開始。 Dト レンチ第1区 より4区の間で

年代・規模不 明の集石遺構を発見。

遺跡地帯東部・中部より組文中期初頭土器片発見、西部からは弥生時代の条痕文土器片発見、その

他 2区地下25mよ り打製石斧1個 発見。遺跡周辺地区に対 してブルトーザー使用表土除去、トレン

チ10本 を入れる。遺構発見なく異常なし、よつて調査を予定地に しぼる。

11月 29日 (木 )晴 午前 8時 30分作業開始。Dト レンチ第 1～第4区 の集石遺構の調査に重

点を置く。土堅く、作業困難おなおこの時、集石部の層より組文早期の押型山形文土器片が発見され

た。発見土層は、黒褐色粘土層と石積の間からである。 Iト レンチの調査も開始、表層に近い耕土中

から須恵器片発見、第2層褐色土層中より、打製石斧・縄文中期初頭土器片の発見があった。また、

Iト レンチから弥生前器土器・組文中期初頭上器片の出土があったが、縄文前期 (諸磯C)の土器片

も小量発見、その他打製石斧・黒燿石製石鏃等出土があった。

11月 30日 (金 )晴 作業は前日の継続、0ト レンチの第 3～第 5地区、Eト レンチの第170

18、 Fト レンチの第 16～第18地 区、Gト ンンチの第 16・ 17地区、Hト レンチの第 15～

17地区の調査を実施。集石部の除土、 1ト レンチ第 2地区北壁に接 し落込みを発見、遺物包含層は

地表下 50m余で下層の積石層に達するが、その中間に縄文中期初頭土器の 1個体分が発見され、他

に黒燿石製のフレイク2個 も発見された。

また遺跡地帯西部の弥生遺構の追究をしたが、住居址か否かの確認はされなかつた。なおこの地区

からは黒燿石製の打製石鏃が発見された。

12月 1日 (土 )晴 作業は前日に引続き行なう。ロトレンチ第1～第8区 の調査をは じめる。各

区に若干の遺構遺物をみたが、特記することはない。集石部の範囲は現在のところなお不明、集石間

誌

1
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の除土清掃を進める。

12月 2日 (日 )曇 作業は前 日に引続 く、特にショベルカーのLL動 を得て、ハ・ チ・ 二・ 卜各ト

レンチ上の除土をする。ホトレンチ第 13区 の地下 60mに 径60m余の小集石部発見、弥生土器が

出る。ヘ トレンチ第13区内に落込みと弥生土器片発見、 Iト レンチ第 203区に組文中期の土器の

出土 と、不整形集石部を認める。

12月 3日 (月 )雨 γ曇 天候不順なれど作業実施(ロ トンンチの上師住居址を確認、址内の除土

をはじめる。東西に 2個並んでいるが、左は、ほぼ完全、東壁に粘土整の竃をもつ、右は不完全、壁

・床をショベルカーにより破損、 トトレンチ、チ トレンチ間の第13～第 14区 から、上層集石部・

須恵器片・土師器片・弥生土器等の発見があった。Gト レンチ第 2区地下47mの 褐色土層中に集石

があ り、押型山形文土器片を発見した。またFト レンチ第 2区 の黒褐色粘土層中に立石を伴う環状組

石を発見、この組石の下層に敷石部を確認した (凸 型環状組石 )。 立石は基部を南東方向に、突端部

を北西方向に、環状組石上に倒れた形であっ為

Fト レンチ第 2区 、Gト レンチ第 2区にわたる集石遺構は、ほぼ全面に出現し、その集石部の中に

ぃくらかの組石部を発見したが、その中に凸状・凹状の環状組石のあるのが本址の特長とみられた。

本日の出ELin物 は、Hト レンチ第 16区 の石匙、Gト レイチ第2区の細文早期の押型山形文土器・須

恵器の不などである。

12月 4日 (火 )曇 作業前日に続 く、土師住居址の右を発掘。また集積遺構の全面除土清掃に努

力、午後集石部の実測開始。本日の出土遺物、集石部より組文早期尖底部・同山形文土器片・石鏃

(チ ャー ト)な ど。

12月 5日 (水 )晴  作業前日に続く、積石部の全面除土 と清掃作業、本日該地区より遺物の検出

なし、集石部の範囲はつかめなかつた。午後、全面の実測。西部の弥生遺構では、土手を掘り割り地

層をみる。信州大学医学部西沢氏ら応援。現場を各新聞社記者見学、成果の発表をする。

12月 6日 (木 )曇 作業前日に続く、集石部の補充清掃、土器取上げ、遺構の残部実測、写真撮

影、本日の出土遺物、集積部より早期山形文土器片が出る。集積部上層に浮上配石、中期初頭住居址

床面があり、集積層は最下層であることが確認された。

12月 7日 (金 )曇 作業前日に続く、小雪降 り寒気強 く、集石部の除土に苦 しtF。 土師住居址の

北の集石址実測、その他 トトレンチ、チ トレンチの各第 14014区 内に分布する配石を実測する。

12月 8日 (土 )晴 作業前日に続 く(集石遺構の範囲を知るため、該地区の拡張発掘。ショベル

カー出動除土の補助作業をする。南・ 東・北の各部、遺跡西部の弥生遺跡の北壁・西壁の実測をする。

主な出土遺物は、Gト レンチ第 1区 の西寄りの集石遺構中から、縄文早期山形文土器片 10片出土。

Hト レンチ第3区の第2層中から完形の石皿1個 発見。

12月 9日 (日 )雪のち晴 集石部の中央断面実測、遺跡西部の弥生住居址同断、また東部の上師
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住居垣L左 の東壁の竃を切断調査k焼土厚く、土師器片若干を出す。予定の第 1次調査は 12月 5日 で

終る予定であったが、遺跡の重要性に鑑み、本日まで継続、各調査委員には格段の協力を願った。

12月 10日 (月 )晴
.原

調査団長は大和調査会長に調査概要報告を提出、かつ本遺跡の重要性を

説明した。

12月 11日 (火 )晴 要請により東京国学院大学客員教授大場磐雄博士の視察と指導があった。

12月 12日 (水 )晴 長野県教育委員会文化課係長金井汲次氏―行の現場視察があつた。

12月 17日 (月 ) 文化庁記念物課安部義平技官の現場視察があり、遺跡の重要性から再調査

の意向を決めた。 (以後21日 まで調査中断 )

12月 21日 (金 )晴 松本市教育委員会の主催により国費・県費の補助を受け、25日 まで継続

調査をすることとなり、調査会・調査団は前回のものをもって実施(但 し、県教委文化課指導主事桐

原健・山田瑞穂氏らの協力を求めた )。 午前中よリバ ックホーン動員、集石址周辺の除土実施。弥生

地区の拡張部発掘。出土遺物、集石部より組文早期押型山形文土器片・縄文中期初頭上器片・同期石

皿・石匙、弥生土器その他を発見。

12月 22日 (土 )曇 作業昨日の継続、集石遺構の組石付近の除土、環状組石 (凸・凹 )の 内部

の調査をする。凹・凸の下部になお集石のあることを確認、Dト レンチ14015区内に小配石址が発

見され土壊墓かと判断された。同じくDト レンチ第 10区の小配石址からも縄文中期初頭の土器片が

発見された。弥生地区ではEト レンチ第 18、 Fト レンチ第 17区 を掘り、午後はGト レンチの第16

区に及ぶ。ここで径55“、深さ68mの柱穴が発見され、中から黒燿石の有柄石鏃、弥生時代の条

痕文土器片が発見された。熊谷康治氏作業応援。

12月 23日 (日 )曇 作業昨 日の継続、集石部の調査に全力をあげる。Gト レンチ第 4区の集石

上層から縄文中期初頭の上器片8個 出土。Gト レンチ拡張部第 1区からはピ」卜発見、遺物には中期

初頭土器片、及び打製石斧・木炭末・灰層等の発見があった。 この日山越正義氏・熊谷康治氏の調査

応援があった。

12月 24日 (月 )曇 小雪降る。作業続行。集石部は、Hト ンンチの第5区、 Iト レンチの第 5

区を拡張 し発札  Iト レンチ第4区の第 2層 (黄褐色土層中より打製石斧 1個 、組文中期初頭土器片

10個発見。午前中は降雪の中で作業、午後弥生遺跡地区で、柱穴址発見。なお床面の炉址も発見し

た。また、この弥生住居址は他の住居址に切られていたが、切ったのは、土師住居址であった。午後

信州大学地学教室の郷原保真助教授・西沢寿晃氏らの地質調査応援があり、主として弥生地区を精査

した。

集石部からは Iト レンチ第 4区の第 2層 中から縄文中期初頭の土器片、打製石斧を発見した。なお

集石部の中にあるマウンド状積石部の全容を調査をするため、周辺の掘下げをしたが、その結果は高

さlπ 、裾張 り3π 余であった。また、Hト レンチ第5区 (マ ウンド状積石の北西 )南側のセクショ
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ンは下記の とお りであった

` (大
久保調査委員 )

第 0層   昭和 33年 客土の際除去 約 lπ

第 1層  表土 (耕土=黒土層 )   18卸

第 2層  黄褐色土層     18～ 21m

第 3層  黒褐色粘土層    15～ 18鍬

第 4層  淡褐色土層 (砂質 )13～ 18卸

以下集石の基部

12月 25日 (火 )晴 発掘調査最終 日、積石部の全体清掃を言1画 したが、今朝の松本地方の気温

は零下 13° ～ 15° となり、石間の粘土の凍結をみ、午前中作業不能。そのため弥生遺跡の除土、のち

集石部の調査実施。Gト レンチ第1区 の第 2マ ゥンド清掃中、組文早期の押型山形文土器片採集。弥

生遺跡を切 る北側の落ちこみは、出土の灰釉陶器により、土師時代の住居址と確認された。址中に砂

質の土砂が堆積し、鎖り||の 小分流の影響を思わせる。柱穴址を2個発見した。午前中長野県AfL財専

門委員長一志茂樹博士 ら一行の視察があった。

12月 26日 (水 )晴  遺構の実測と残務整理をする。積石部水洗中線刻の石発見。測量用写真

積石部にて 44枚撮影。本日は山田瑞穂氏・一条隆好氏ら実測作業に応援あり。

昭和49年 1月 10日 (木 )晴 本日より埋立て作業、集石部にてビニールをかぶせ、 15♂の砂

をもって処理、明日中全地域の埋立てを終る。

(原  嘉  藤 )

第 2節  集 石遺構 を含 む 各 グ リツ トの所 見          ‐

ここで述べる発掘箇所は、去 る昭和33年 6月 、地主により、客土用の床下げが行なわれ、上層土

約 lπ が除去されていた所である。従って今回の発掘は、遺跡破壊後の発掘ということで、当初あま

り期待はされていなかつた。

グリットは、この床下げされた田の南東部を基点と定め、 A・ gを 1区 とし、以北に向けて2π 間

隔に区切 りZ・ gま で設定、以西に向けては、2π 間隔に区切り、 20区 まで設定した。発掘調査は、

都合に依り、当初 Dogよ り開始された。

D・ gの 発掘所見では、 1～ 8区に亘る層序が、各区共、第 1層 黒土 (耕土 )18～ 20mの 堆積

を示 し、以下第 2層 として、堅緻な黒褐色土層に直接移行し、第1層 とは明瞭に区分されていた。遺

構としては最も注目を浴びた集石部は、 1～ 4区 の第 2層 中に亘って全面に出現 した。は じめは雑然

たる感 じで、一見河原の転石を想像せしめた。然し集石を埋める第 2層 は、純粋なきめ細い土質で、

集石の間隙には砂礫等の爽雑物を全 く認めず、床下げ時に穴を掘って土砂を排棄し、埋めたてたもの

でないことは、はっきりしており、この集石を覆う土層は全 く攪乱 されていなかつた。依 って意識的
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な人工による遺構であることを確認する。 これらの集石遺構の全貌を出すには、土層が堅いため、非

常に困難であったが、 2区、4区等から遺構の位置づけともなる、組文早期の山形文土器片の検出を

みた。その他遺構として、 4区 の2層 中にくい込む上面径 60X90m、 -32mの 落ち込みが認め

られ、内部精査の結果、微量の木炭化物と、個体の相違する縄文中期初頭土器片、打製石斧 1の 混在

するを認めた。叉、 8区 にも上面径43X47m、 2層 中への落込み 17mを認めたが、遺物は組文

中期初頭上器細片微量と、黒燿石フレイク2の 検出にとどまる。他の遺物としては、いずれも第 2層

の上部面に、 1区で数片 、 3区 でュ片の組文中期初頭土器片、 3区で須恵器片 1、 10区で打製石斧

1の検出をみた。

D・ gに 出現 した集石遺構が整然さを欠き、明確な輪廓をもたず、性格決定が困難であるので、隣

接区に亘り、広範に及ぶ I・ gの発掘を試みた。

IOgの 1～ 4区 に亘 る北壁の層序は、D・ gと は様相を異にし(第 図参照 )、 第 1層黒土 (耕

土 )34～ 68印、第2層黄褐色土が、 1区 で28印、 2区で20m、 3区 で14“から消滅し、4

区の西寄りで再び堆積を示 しており、第3層 が集石遺構を包む黒褐色土となっている。

発掘過程においてこの IOgに は、第 2層 に落込むピット状遺構が都合3箇 所確認された。D・ g

04区に検出された、ビット状遺構と様相をほぼ同じくするものである。それらを記述すると、その

1は、 3区における上面径 30X30m、 -15卸 の規模であり、ビット内より打製石斧 2、 細文中

期初頭土器片微量が出土 した。その 2は、 2区 におけるもので、上面径 85X85m、 -23～ 32

印で底部面が不整であり、 ビット内より凹石 1、 黒燿石フレイク2、 底部面より2個 体分とみられる、

ややまとまった組文中期初頭上器片を検出した。このビットの底部は、その下層に続く集石遺構の上

面近くまで達 していた。その3は、 2～ 3区に亘るもので、上面径 47× 55m、 -27mで ぁった。

ピット内には13X25× 36mの 、比較的大きな平たい石を中心に置き、鶏卵大の石数個を寄せ集め、

その上下面やまわりに、 1個体分とみられる組文中期初頭土器片が、黒燿石フレイク3、 木炭粉末微

量と共に混在 した。これらピット状遺構による出土遺物の他、1区の 2層 中より組文中期初頭上器片

若干、2区の 3層中より組文早期山形文土器片 1を 得た。集石遺構は、 I・ g各区の第 3層中からも

不整然たる状態を示 し乍ら全面に出現し、周辺に尚分布のつながりをもつ遺構であることを推測させ

た。

D・ I各 グリットにはさまれた中間地帯が未発掘で、この両グリットの関連が不明であるため、E

～H各 グリット2区 を発掘することに依り、その結びつきを追求する。 E～ H・ g各 2区西壁の南北

線の層序 (第 図参照 )は 、第1層 黒± 18～ 20mを示し、第2層黄褐色土は、HOg、 2区で

13～ 20m、 Gog、 2区で2～ 12mと その堆積に大きな変化を示し、FOg、 2区 では2～ 5

mと なつて、Eogにかけて徐 に々消滅する。第3層は黒褐色土に移行し、8～ 13m程度の掘下げ

に依 って、全面に集石遺構の露出を見知し、D・ I・ gの 集石と相通ずるものであることを確認 した。
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遺構として、 2層 より1部 3層にくい込むビット状遺構を、H・ g、 2区に検出する。規模は上面

径65× 75m、 -23mで あり、その底部は下層に続く集石直上に及んでいた。遺構内からは、縄

文中期初頭上器片 と木炭粉末がでこぶし大から人頭大の石数個と共に混在 した。 3層 中における集石

遺構の中には、集石上に更に意識的な構築がみせ られる。注目すべき環状組石が、F・ GOgに 2箇

所発見される。いずれも非常に良好な状態で、原型を保ちながら遺存していた。叉、遺物としては、

集石に密着しあるいは集石の間隙を埋める上の合間から、組文早期山形文土器片の散在があり、他に

EOg、 2区の 3層 中より石鏃 1を 検出 した。

以上により本遺跡における該所の第 1次調査は終了したが、後、第 2次調査のはこびとなり、集石

遺構・弥生遺構等の追求が続行される。

第2茨調査は、E～ H・ g、 各2区 に東接する、E～ HOg、 各 1区及び拡張 1区 と、これに西接

する各 3・ 4区。DOg、 拡張 1区。 I・ g、 拡張 1～ 3区。 J・ g、 1～ 4区 及び拡張 1～ 3区。

H・ IOgの 各 5区等が発掘された。この内、かって田の床下げが行なわれなかった I・ g拡張 2・

3区の北壁層序をみると、第 1層 黒土 (耕土 )約70m平均、第 2層黄褐色± 166～ 170m、 第3

層黒褐色± 22～ 26mで集積遺構に達 した。この層序が本来の堆積土を最もよく示 しているものと

思われるが、第2層の堆積が特に厚いものであることに注意を要す。又、HOg、 5区 の南側層序は、

第 1層黒土約18印、第 2層黄褐色± 18～ 21m、 第 3層 黒褐色± 15～ 18印、第 4層砂質淡褐

色± 13～ 18印 を示 し、地層の形成に複雑さが認められた。いずれにしても、各グリット共総 じて

第 1層 黒土、第 2層黄褐色が僅かに残 され、第3層 黒褐色土となっていた。

調査結果によれば、遺構として、第2層より第3層に落ち込む、ビット状遺構が2箇所認められ精

査される。その 1は、G・ gl区の上面径 65× 65m、 -30mで 、その底部は更に下層に現われ

る集石に浮上すること5mを示 していた。遺構内より、組文中期初頭土器片が、黒燿石フレイク 木゙

炭粉末・微量の焼灰・人頭大の河原石 3個 と共に混在 した。その2は、Dog拡張 1区の上面径65

×65m、 -25mの 規模をもち、内部から、個体の相違する組文中期初頭上器片若干 :打製石斧 1

0石鏃 1・ 細かな黒燿石フレイク3等が、人頭大の河原石 2個・木炭粉末・微量の焼灰と共に混在し

た。叉、 IOg拡張 1区の 2層中、HOJ・ g各 5区の2層中より、組文中期初頭土器片若千と打製

石斧 1を検出した。以上の如く、2層乃至 3層 に落ち込むビット状遺構は、都合8例 を数えて異彩を

放つ、然もそのいずれもが内包された様相をほぼ同じくし、時期的には、紐文中期初頭文化に存属き

るべきものであった。惜しむらくは、田の床上げ以前に所在 したであろう第2層内に、1時期営まれ

たと思われる該文化の、遺構・遺物 が消滅し去って、その結びつきが不明であることである。幸か

不幸か、上記ピット状遺構の残影のみがここに検出された感 じである。又、完形土器こそ出土しなか

ったが、これら遺構の意味するものに対 しては、その内に秘められた、事物に対する何らかの心づか

いが感ぜられるところである。一方、第 3層 中の遺構としては、発掘箇所の全面に及ぶ集石を確認す

-15-



る。叉、特徴ある環状組石として、新たに3箇所認め、積石部ゃサークルを示すと思われるものも出

現する。更にFOg3区 の集石内には、線刻画の上面に施された石の発見があり、 G・ g102区 を

中心とする約 10π範囲の集石間、或いは集石に密着して、縄文早期山形文土器片の分布するをみる。

集 石 遺 構

1次 02次調査により検出された集石遺構は、東西約 14“、南北約14π の広範に亘 るものであ

った。然も調査期間内に、遺構の全容を明白にすることができず、未発掘となった隣接区域にも、尚

分布する遺構であることが認められた。従って本報告も、かかる条件下における報告とならざるを得

なく、その点、心残 りを覚えるものである。集石遺構は前項でも述べた如く、黒褐色土層中に堅 く埋

没し、その 1部はH・ g5区の如く、砂質淡褐色土層中にも及んでいた。調査作業に当っては、黒褐

色土層が石を削る様な堅きであったこと、加えて零下 10度 をこえる寒気、或いは降雪に折々悩まさ

れ、難渋を極め悪条件下の発掘であった。依って発掘箇所の全面に亘る集石遺構を認め乍ら、実測図

(第 5図参照 )の面では、清掃作業ができなかつた為に、部分的に集録できず空白部となつた所もあ

った。然し鋭意精査の結果、遺物として前述の如く、同一層内の集石間に石鏃 1を 含む数 10片 の組

文早期山形文土器片の検出があり、又、構造の面では集石遺構の各所に、石と石との接着部に薄く粘

土を用い、固着した跡がみられ、遺構上に前記のような環状組石等を検出することができた8然 し明

確に把握され得る組石等の他は、集石が極めて複雑多岐に絡みあい、明確に判別できないものも多く

あった。見方によつては様々に理解され得る複雑な集石集団の中にあって、ここでは明瞭に整然とし

た輪廓をもつ、組石遺構のみを挙げ、その概要を詳述 したい。

第 1環状組石 (図版 4)

環状組石として、明確に最初に発見されたもので、本集石遺構内においては、その存在意義の比重

が極めて大なるものである。活用時には、おそらく立石を中心にもつであろうと推測され、F・ g2

区の集石上に更に意識的な構築が成されていた。規模は100X100:mの 円形で、凸状に盛りあげら

れ、環状の縁の高さは10～ 22mでぁった。この組石の上部面には、立石に使用されたとみられる

5X18× 56mの細長い板状硬砂岩質の河原石が、基部を南東方向に低くおき、その尖端部を北西

方向にやや高くおいて、倒れた形を示していた。組石の構築は、南側に20X23X25m、 北側に

23× 25X35mの 河原石を配し、これを結ぶ環状の縁辺には、5X8～ 10X20m程 度の河原

石を寄せ集め、これらの石が崩れない様、粘土と米粒大の砂礫を賦合した材料を使用 し、石と石との

間隙を埋めると共に、堅く縁辺を固着させてあった。検出過程では、この組石の上部面及び縁辺等に、

木炭粉末の存在を若干認めた。叉、組石の上部面から-25mの 内部精査の結果では、8X10m程

度の石が縦に詰め込まれ、下部の集石 (敷石 )に通 じており、附属遺構、遺物等の検出は認められな

かった。

第 2環状組石 (図版 4)
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FOGOgの 各 2区 にまたがり検出された。第 1環状組石が凸状であるのに対して、凹状を呈する。

第 1環状組石の縁辺から北側べ、僅か55mの 至近距離に所在し、規模は南北方向83m、 東西方向

75mでほぼ円形を示し、落ち込みの深さは20～ 24卸であった。整った原型をそのままに遺存 し、

壁は大小の河原石を環状に組合せ、又、底部面には数個の河原石の平面を上面にならべ、それぞれの

間隙には、粘土と砂礫を混合した材料で厚く埋め込み、崩壊防止の壁周固着と、底部の仕上げが念入

りになされて堅級を極めていた
゛
落ち込みの内部からは、遺物の検出は認められず、底部面上約 7m

のELE間 に、少量の木炭粉末が焼灰や黒褐色土と共に、混在堆積していた。又、底部面を 1部害1り 、

下部調査をした結果では、 20～ 25mの 礫層があり、更に河原石 (敷石 )に通 じていた。

第3環状組石 (図版 5)

G・ gl区に検出され、環状組石が 2重 となる唯一の遺構である。内周の組石は凹状を呈し、規模

は東西65× 南北 68mで落 ち込みは約14印を示す。これをとりまく外周の組石は、東西155 X

南北 170印であった。内周の組石は東側に上面径33X35m、 西側に20X30mの ゃゃ大きな石

を配し、南側に 15X30m、 北側に13X20mの 石を置き、この 4点 を結んで10X15mメ の

石が、環状に組合わされて構成されていた。然 し組石による壁は、粘土等による固着が充分でないた

めか、その輪廓は第 2環状組石に比し、やや崩れた感じを受ける。底部面は10X15m程 度の 4個

の石が上面を平にのぞかせ、他は砂礫と粘土の混合物で充填して、堅く平らに仕 Lげ られていた。落

ち込みの内部からは、覆土に混 じて木炭粉末が若干認められたが、出土遺物はなからた。

・
第 4環状組石 (図版6)

G・ g拡張 1区に検出され、凹状を呈 し、第 3環状組石の外周線東側に隣接 して所在する。規模は

東西 90X南北94m、 落ち込みは約 15mでぁった。環状の縁辺には10X15～ 20X30m程

度の石を組合せ輪廓をとるが、所 石々の記置されない部分もみられる。底部面は粘土と砂礫の混合物

で、平面に堅く仕上げられており、落ち込みの上部面には、木炭化物の粉末と無文の土器細片微量つ

出上がみられた。この遺構の下部調査の結果では、落 ち込みの底より約 30卸が礫層の堆積で、以下

10X20m大 の河原石層に通 じていて、附随する遺構・遺物等の検出は認められなかった。

第5環状組石 (図版 7)

H・ IOg各 3区にまたがり発見された。凸状で第 1環状組石の如く、集石遺構上に構築されてい

た。規模は南北 88X東西90mで 、集石上の高さは12～ 20mであった。構造は10X10～

24X38“ 程度の河原石を密に組合せ、その間隙を粘土で埋めて固着させており、極めて良好な遺

存を示 し、安定 した環状組石の輪廓も、そのはしの線も整って見事であった。上面に立石は伴わなか

ったが、縁辺に接 して13X48“ や20X38卸 の、立石に格好な形を示すものが所在し、構築の

当初にはあったものであろうと推預Jさ れる。叉、上面は黒褐色の包含層に覆われており、組石の内部

の掘り下げ調査の結果では、出土遺物はなく、深皿状を示す窪みの最深部は-18～ 22印 を記録 し、
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以下、緻密に組まれた集石に続いていた。

第 6環状組石

第 5環状組石の縁辺から南へ75mの 位置に所在し、規模は南北 70X東西85mの ゃゃ楕円を呈

する。第1～ 5環状組石の如く、型態的4寺 徴を示すものでなく、集石内に平面的な環状がうかがえる

もの、である。遺構内からは出土遺物等認められなかつた。

第7～ 9環状組石

第7～ 9環状組石は、第 1環状組石の南西部に接す る政口く所在し、平面的で相互引き合いをもつ遺

構であり、複雑 を極める一群であった。第7環状組石は、95X95m円 形の規模であり、10X25

～27X43m程度の河原石が組込まれ、第8環状組石は、この三者の中央部を占め、規模は110X

l10m円 形で他の二者よりゃや大きい。縁辺には10X18～ 18X33鍬程度の河原石が敷かれている。

第 9環状組石は、前二者より小形の河原石が多用され、その規模は100X100m円 形を示す。 これ

ら三者の遺構は、第 6環状組石の如く独立することなく、意識的な目的の下に、結ば リリングツに相

互の引合いをもたせたものかも知れず、環状組石のひとつの在り方として注意される。尚、第8環状

組石内より、尖底土器の底部 1と 石鏃 1が検出された。

第10011環 状組石

ゃは り相互引合いをもつ環状組石と推測されるので、ここで一括取扱った。第 10011環状組石は

第 9環状組石の南側に隣接して発見され、第 10環状組石が約 118 Xl18印円形の規模を示し、第

11環状組石は約 300X300mと 、かなり大きな環状を示すものと思われる。後者は北西部の縁辺

に大きな石を配置し、南東部にかけては、それがみられず輪廓に明瞭度を欠く。内側には大小の河原

石が敷かれ、遺構内より縄文早期山形文土器片が発見された。

第 1積 石部遺構

DOg拡張 1区に所在し、積石は約90m円 形、高さ約25mを示す小形遺構である。鶏卵大から

人頭大の河原石の累積が認められ、その中心部上面には、25X30mの細長い河原石が横たわってい

た。石の間隙は、包含層と同じ黒褐色土で埋合わされており、遺構内よりの出土遺物はなかつた。こ

の遺構は明瞭な輪廓を示すものでなく、尚、周辺地帯清掃の必要を認めるものである。

.第 2積石部遺構

H・ gl、 2区にその主体をおき、やはり明瞭な輪廓を示さぬ積石遺構ながら、推測される規模は、

約 250m円 形、高さ約30mで ぁった。土石混合の感が強く、遺構の上部には、22X47mの 細長

い河原石などが存在する。叉、積石部の土の除去作業中、縄文早期山形文土器片の散在をみたが、本

遺構も尚、精査を必要とするものであり、内部構造等も不明であった。

第3積石部遺構(マ ウンド状 )

H・ I・ gの 各 4、 5区に出現し、完掘はできなかつた。従ってその全容は正確に掴み難い。然し
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出現した範囲での規模は、約 300m円形と推定さる、かなり方形を示す遺構である。 IOg4区 に

積石の頂点を置き、東側へは緩やかな傾斜を示しながら、これに続く集石に連なるが、北側のJ・ g

4区にかけては、急な下降勾配を示し、原点より北 200mの地点では、その高低差 100mを 記録

した。積石は累 た々る河原石で積みあげられており、頂点周辺は、前述のHOg5区南側層序による、

第3層黒褐色土に包まれていたが、下部面は第4層 の砂質淡褐色土に覆われていた。叉、積石上部面

には、25×55mの 太い石棒状河原石も所在し注意を引く。遺構内よりの出土遺物は皆無であった。

尚、本遺構の全容を究めるためには、隣接区の拡張調査が望まれるところである。

線刻画石 (図版 17)

Fog3区の集石内に発見され、第 102環状組石の西縁を結ぶ直線に、直角に交わる西方 170

mに 所在 した。この両組石遺構と線亥J画石は、二等辺三角形で結ばれる位置をしめている。この石は

24X32X42卸 の、かなり重量感をもつ硬砂岩質河原石であり、水洗いして精査した結果では、丸

みをもつ石の上面に、 16X32mの 範囲に亘り、小刻みに叩きながら線刻を施していた。長さ6～

13mを示す曲線状の弧を主体にして、 3～ 3.5mの直短線、4× 4mの 円形等が組合されて描出さ

れる。線刻の 1単位となる刻みの大きさは、0.5XO。 6印、陰亥」の深さ約 0。 3m平均を示し、楕円状を

呈し、この刻みを密着連続 させることによつて、縁辺に亥1日 を残す線を形成させている。いわゆる引

掻線とか、磨り込んだ線とは趣を異にするものである。刻みに要 した用具類等は不明であるが、しつ

かりと刻み込まれている。尚、この石の周囲には、30X35～ 25X60m程度の大きな河原石が4個

配置され注意される。線刻画の意味するもの、性格等については、別項で詳述 されるので、ここでは

省略する。

以上、集石遺構全般に亘る、特徴ある環状組石・積石等について語ってきたが、なかには方形を示

すと思われる遺構も、明確ではないが所在した。補足していえることは、これらの遺構が、いずれも

硬砂岩質の河原石を使い、攪乱されない黒褐色上の、堅く張られた同一層内の検出であったこと、環

状組石等は、直径 100m内外の小形な規模を示すものが多いこと。下部に落ち込みその他の附属遺

構をもたぬこと。それぞれの遺構に木炭化物の粉末が伴い、火に関係深い行事が、なされたであろう

ことが考えられるが、組石が殆んど焼けていない事実から、常時焚かれたものではないことも明瞭で

ある。

(大 久 保 知 巳 )

第 3節 第 4号弥生住 居址 (第 6図 )

本址は調査地域の西端より発見された。D18と 117附近に弥生土器の出土が多いので、この区

間の調査を進めたが、土器片は多いが遺構がつかめず、Hと Iの 14と 15の 境附近でP10P2の 柱
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穴が発見され、北側に調査を伸ばし、Jの 14～ 17を調査した。弥生住居址の遺構は黄褐色土直上で、

その上には黒褐色土があり、側壁の存在は確認できなかった。住居址の遺構としては、Pl・ P2の 柱

穴2箇所と、炉址と考えられる焼上が、 100m× 60mに 発見された。焼土面の上面を床面とした場

合、本址の床面は黄褐色土上、5m～ lo卸上の黒褐色上の中にあることになる。Jに 柱穴 を求めた

が第 6図でみるように、土師期の住居址に斜に切られ、破壊 されているらしく、発見できなかった。

したがって、本址の範囲は、はっきりしない。柱穴Pl・ P2の 間隔は 295mぁ り、 Plは 径 55印 、

深さ68御で、 途中でくびれ、くびれた少し上の北倶1よ り黒燿石製の石鏃を1点検出した。 くびれた    
゛

部分からはその径も20mx25mと なり、 穴の底部近くからは条痕文の土器の小破片 2片を出して

いる。P2は 径35mx25mぁ り、穴はPl側に斜に掘られており、Plも P2側 にや 斜ゝとなつて

いて、上部構造 との関係があるように思える。松本市内田の横山城遣跡の場合は、円形ない し楕円形

が考えられているが、出土遺物も本址のものと同 じであり、本址の形状も同様であろうと推定される。    
・

竪穴か平地住居 かの問題ものこるが、今後の調査例に期待したい。

本遺跡の出土品には弥生土器が多く、これに関係 した住居址は第 1号址のみであるが、ア～ソ地域

では4個の住居址が調査終了後の整地作業により消失 し、遺物の出土地点を検討すると、なお5箇所  |  ・

以上の竪穴があったことが想定され、この地域に弥生時代の集落のあったことが容易に想像できる。   '
ア～ソ地域はェ事関係者の説明によると、ほぼ現状の地形で造成工事がされるとのことであったが、     `

作業は説明より深く実施され、弥生前期の遺構を多く失ったことは残念であった。

(小  松  虔 )

第 4節  土 師 時 代 の 住 居址

今回の調査において検出された土師時代の住居址は、完形のもの 1個および、住居址と推定され

るもの2個 の討3個 にすぎない。

第 1号住居址 (第 7図、図版12)

本址は第 2地区の 111を 中心に発見されたもので、東西6π・南北 5。 9π を測
.る

隅丸方形をなし、    、

主軸方向はN二 3° 一Wである。本址の上層からは弥生・土師・須恵等の小破片が検出されている。壁

高は西壁が30mを示すほかは、三方とも20m程であり、西壁中央には床面よりゃゃ高い位置に

60× 20mの平板な石がすえられており、ここが入口と推定される。床面は水平で、堅緻であり、 4

箇所の柱穴が3.2X2.9π の長方形をなしてうがたれ、その大きさはPlは 25X35m、 P2は 42X48

印ヽP3は 65X41m、 P4は 45X40mで 、深さはいずれも20～25mで ある。その他には柱穴、貯蔵

穴などはない。柱穴と住居址隅を結ぶ位置には、 3ケ 所に30m大の礫がある。入口と対して東壁中

央には1.4Xl.5π 、高さ20mの竃が築かれ、その中央から巾25m、 長さ1.5π の煙道が真東に

設けられていた。竃はくずれていて形をなさず、深さ20mに わたつて鮮かな赤褐色に焼けており、
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、ノ

第18図 708の上師器が出土 したことを考え合せると、粘土と土器片をもって、竃は構築されたの

ではないかと思われる。床面中央には白色をおびた須恵器の壺破片が散らばり、これを本址の中心的

な遺物とすると、土師時代中期の半ばと見ることができよう。

第 2号住居址 (第 7図 、図版 10)

本址は第 1号址の東 2.5πに主軸方向N― o° ―Wで接 し、南北4.7π の壁をもつ住居址である。 し

かし、第1号址と同様に上層からは弥生式上器片の出土をみ、また後述のごとく弥生期の焼上が床面

より高い位置から検出されていることなどにより、住居址としての輪郭をつかめずに終った。

西壁は第 1号 址とほぼ平行に床面より50mの高さで立ち、北壁も西より2.5π 程まで識別された

が、東へ進むに従い落込み上層と判別がつかなくなり確認 され得なかつた。床面は西壁中央より東 2

π あたりまでは堅緻なものが存在 していたが、東へすすむにつれて不明となり、遺物は浅い位置より

弥生式土器片が出土 し、西壁より3.5π の地点には直径75mの 円形にちかい厚さ20mの 焼土があ

り、東壁は検出できなかった。

本址の西壁近 くには長径 50(mの平板の石がおかれ、入口を示すものと思われる。遺物は床面直上

および西壁にそつて 2点の不片が出ており、この他、土師・須恵の小破片が出ている。また南側に径

3・Omの石、東側に も数ケの石が検出されたほか、柱穴などはない。ただ本址の北東に 1.2 Xlπ 、

-70mの 大きなピットがあるが、これが本址に付属するものであるかどうかは不明である。

本址は上層の黒色土層中に弥生期の遺物があり(一部土師、須恵器も混在 )下層のやや褐色をおび

た黒色土層に床面が検出されている。この床面は土師期のものと考えられるが、床面の下層には何の

遺物もなく、不明のまま終ったことは残念であり、後 日の調査により解明をねがうものである。

第3号 住居址 (第 6図 )

本址は弥生第 4号 住居址を斜に切ってつくられ、南西隅寄りと考えられるところに竃があり、竃内

や廻 りに木炭の残存があった。遺物は中央弥生住居址寄 りの壁近くに灰釉の高台付皿の底部が出土 し

ている。本址は洪水により埋没したらしく、住居址内には砂利がつまつていた。本址の上部にある配

石は中世の遺構と考えられるが、遺物は発見できなかつた。

(神 沢 昌 二 郎 )

第 5節 そ の 他 の 遺 構

(1)組文の土羨 (第 8図 )

A DTloo30の 北西隅に、東西90m南北 82mの 土壊があり、その中には中位の川原石 5

個 (26印 X34“ 045X17 27× 27052X23・ 30× 26)を 以て、土猿上面を

平に充填してあった。深さは20mでその中から細文中期初頭の土器片が3～ 4片 出土 した。

B PT10050で 土猿が一つ発見されている。長径南北 100m、 短径東西60mの楕円形で
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深深さは約 20mあ り、その上部には、中位大の川原石 4個 が置かれていた。土療内より縄文中期

初頭土器片 1、 打石斧縦割半分 1、 木炭が出土 した。

C DT1 6020の ETょ りに長径東西60m、 短径南北 38印楕円形の土猿が発見された。深

さは約25mぁ り、その上部には、穴全体を覆うように大 (径 30m)中 (径 17m)小 (径

10m)な ど、 11個 の川原石をもって充填 してあり、石と石との間から、組文中期初頭土器片    ｀

1が出上 した。以上3つ の上墳は、その規模や伴出物から組文中期初頭に位置づけられる。大き

さからいって成人の墓墳とはし難く、子供の埋葬施設と認められる。                 
´

0)弥生のELA(図版9)

A 第 2地区 口T7025の 中央から、長径 (南 北 )68卸、短径 (東西 )48mの 土猿があり、     
°

この上羨は径 3～ 7m位の川原の小石と、附近の土との混合をもって充唄されていたが、この 1

π位東北の同位層から弥生式土器 (甕、復元可能 )が発掘されている。                ・

B 第2地区口T7～ 81-125の イTよ りに長径 (南 北 )73m、 短径 (東西 )約 50mが、前記

の土羨と同位層で発見された。これには径 3～ 7m位の川原の小石のほか、23mX17mの 大

石が 1つ と附近の土 との混合をもって充填されていた。                       ・

その断面から弥生式土器片が発見された。この土壊は深さ約63mの もので、その上部と同じく小

石との混合によつて満されていた。以上の ことから、この土羨 2つ は、ともに弥生式時代中期初頭

に属する土猿墓であると推定した。

(3)集石址 (図版 3)

I Tl ll―142の北側に寄ちて、長径 (東西 )lπ 80m、 短径 (南北 )75mの 長楕円形の集

石址が発見された。大小様々の川原石をよせ集めてあり、その下に土猿がありそうであったが、全

調査の都合上未調査となつた。これからは上部から細文土器が出土 しているので、組文系の土壊墓

である可能性が強い。

(倉 科 明 正 )

ヽ
ヽ

＼

が

　
れ

た
　
さ

っ
　

断

か
　

切

な
　
が

れ
　
部

わ

　

一

な
　
の

行

　
羨

び
　
旺

調

　

ヽ

掘
　
中

発
　
業

る
　
作

な
　
土

細
　
除

詳

　
の

り

　

一

よ
　
ザ

に
　
　
一

合
　
ト

都

　

ル

の
　
プ

上
　
で

渉
　
程

進
　
過

の
　
渉

掘
　
進

発
　
の

の
　
掘

般
　
発

全
　
部

ヽ
　
石

は
　
集

残
　
区

土
　
地

の
　
１

つ
　
第

２

　

ま

の

　

た

ン
ヽ
　

また

-22-



第 3章

第 1節 縄 文 土 器

本遺跡出土の細文土器は、縄文中期初頭上器、縄文早期押型文土器に大別分類される。そのいずれ

もが破片でしめられ、完形を示すものは全 く検出されなかつた。早期押型文土器片は、すべて、第 3

層黒褐色土層内の集石遺構が出現 したD～ Iグ リット、特にGグ リットの各 1、 2区を中心とした地

区からの出土であって、遺構どは同層、同一時期の遺物である。叉、中期初頭土器片は、発掘地点が

約 lπ に亘る床下げによつて、本来の包含層である第 2層黄褐色土が、除去されてしまったためか、

量的には多くなく、活用される資料も、ビット状遺構から検出されたものが大部分をしめぅ。他は僅

かに残留する黄褐色土からの出土で、第3層黒褐色土よりの出土は認められなかった。遺物は、いわ

ゆる梨久保式に対比さるべきものが主体を占めるが、系統を異にするとみ られる土器 も混在する。以

下分類を試みながら記述する。尚、土器番号には一連番号を附した。

第 1類土器 (第 12図 1～ 42)

縄文早期土器片を1括 し、更にaObに 2分類する。

a類 (1～ 41)、 共通 していえることは、器厚が 0。 3～ 0.4印、焼成はよく色調は茶褐色系をと

り、胎土に砂粒を含むことである。 102、 6～ 10は 日縁部破片で、外反の傾向を示し、日唇に沿

って横位帯状の山形文が施される。施文帯は約 2.lm巾 を示し、内に4本の山形線が形成されるが、

山形の 1波長は 0。 6～ 0。 7m、 陽 0陰刻面共 0.2m巾 と施文に調和のとれたものが多い。施文帯の下

部は無文帯となるが、頸部以下の文様構成は不明である。 6は 日唇上にも山形施文のみられる唯一の

例である。 3～ 5011～ 15は 口縁部に近ぃ破片、 16～ 40は 胴部破片とみ られるが、 18・ 21

・ 22024等は全面施文されたものか、山形線が5～ 8本 うかがえるものである。叉、 26は横位 と

縦位の山形線が、同一器面に施文された破片であり、 33は山形文土器の底部とみられる無文の尖底

部である。その他施文が明瞭度を欠く27～ 32等 あって、同じ山形文系文化の中でも、施文面の相違

から、これらの遺物が若干の時間差をおくものであろうことが推察される。

b類 (42)、 縄文の施された唯一の土器片である。 FOg、 2区第 1環状組石の縁辺より検出さ

れたもので、 a類の山形文土器片と同層出土である。器厚 0.5m焼成よく黒褐色を呈する。細片 であ

るため多くをうかがえないが、器面に整った節をもつ単節縄文を施してい る。おそらく往 に々して、

押型文系土器に伴出する組文土器片であろう。

第 2類土器 (第 13図 52)

本類は52が唯一の出土例で、外面調整をよくし、器厚0.6～ 0。 7印を示す胴部破片である。結節

物
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状浮線文が弧状乃至は同心円状にめぐらされてぃるが、平行沈線を強く引くことによつて残 される隆

状線文に、更に浅い結節状の刻目を残 している。

第 3類土器 (第 14図 43～51053～710第   図7い‐85・ 87・ 88093094・ 98)

本類は、いわゅる梨久保式に対比される要素を多分に有しつつも、尚地域的な小差 を認め得るもの

である。以下、a～ dに 4分類し記述する。

a類 (43～ 51)、 44は 45047・ 50の 胴部破片をもち、出土地点を異こする43と は別個体

であるが、口唇上に丸みのある突起や、器形 L施文等の在り方は驚く程類似している。後述の
.59と

共に、日縁の斜格子状沈線文乃至は組文が、横位帯状施文の下にみられる、桝形連続区画文が特徴的

要素を示してい る。しかも区画内にS字状結節のみを残し、他の組文を磨消している点は、かなり意

識的である。胴部から底部にかけては、縦位 S字状結節を伴いながら、細文を全面に施すものとみら

れ、49は 底部径 11.6印 を示す同類土器である。

b類 (53～62)、 この一群の土器は、細文と平行沈線文による区画文をとることが大きな特徴で

ある。器形は外傾 しながら立ちあがる波状口縁を示 し、53055に は突起状の加飾がある。 59は段

落しの偏則波状となり、56は 日縁部が屈折する。 59の 頸部には太い隆帯が横走し、その上面に疎

の爪形文を附している。 60は 頸部より胴部に亘る破片であり、爪形を施した隆帯の下部
`は

、方形の

沈線区画文がとられる。      _    :

c類 (63～71)、 地文に縄文を施し、直曲状の平行沈線文を自在に引いた類を一括 した。その在

り方は必ず しも一様でなく、 63065066069に は沈線に沿って、刺突列点文が附加される。 67は

胴下半部の残 されたややまとまうた土器で、細文が器の下部まで全面に施される。底部径は14印で、

僅かに開きながら直に立ちあがる。70071は 同一個体とみられる破片で、器厚 0。 7御、胎土に輝雲

母を含み、焼成、器面調整共

'こ

良い。地文としての単節斜縄文は非常に整い、上面に併用される平行

沈線文 |ま 、洗練された円滑な流れを示 し、横走す る押引文も等間隔 (70)で 、全体に端麗な施文を

下してい る。

d類 (75～ 85087088・ 93094098)、 竹管文の使 ってあるものをまとめた。 しかし採

用した資料は、 白縁部の小破片によるものが主であるため、全体の文様構成は明らかでない。日唇を

はじめとする日縁部の造作は、多彩を極めて一様ではない。 75076は器厚 0.5“ であるが、複合口

縁となるため、日唇面は1.1卸 と巾広い、器面調整よく、 84と 共に斜格子状沈線文が特徴的である。

78は 波状口縁で、日縁に沿って爪形文の施された隆帯が1本 めぐり、波頂部で立ち上がりをみせて

横長の区画文をとるらしく、その内部を竹管による平行沈線で充た している。 79は 胎土に輝雲母を

含み、日唇上に小突起をもつ。突起部の内外に隆帯による僅かな渦巻文と、その外面直下に、巾広の

隆帯による申訳程度の把手が附される。 日縁部には隆帯による細長の横帯区画がとられ、内部は沈線

による連続山形文が充たされる。なお、日唇の内側にも縦方向の細かな沈線が刻まれ、その直下に横

＼
.。 _
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走する隆帯が1本ある。 80は 口唇上に整った連続爪形文が飾られ、日縁部に竹管を強く走行させる

ことによつてできる、曲直の浮隆線を配し、一部の浮線上を結節状に刻む。 77は 波状 口縁部で、波

頂部の内外面に三叉文が施される。地文としての細文が痕跡的でぁり、横走す る浮隆帯に沿って、細

かな刺突文が連続する。 82・ 83は 出土地点と個体をワ‖こするが、その文様意匠は全く相通ずるもの

がある。共に器厚 0.6～ 0.7m、 焼成よく茶褐色を塁 し、輝雲母を含む平縁日縁部である。 日唇に近

く隆帯による小規模な橋状把手を配し、頸部にかけては同t潤 状の隆帯をめぐらしている。隆帯間の

内部は、施文す る部分 と無文地を残す部分があり、施文部は格子状沈線と三角形陰刻文を併用して、

複雑な文様構成をする。 81は砂粒を含む粗製土器で、つまみ程度の橋状把 手が附され、横走す る隆

帯の根元を、縦方向に連続刺突している。 85は 日唇上に突起をもつ平縁日縁部で、器面調整は粗で

ある。突起部は器を肉厚として、円形の深い凹をつけ、その直下に頸部へ走る太い隆帯がある。日唇

に平行 して横走する平行沈線や、隆帯に沿って平行す る沈線が無雑作に引かれる。 87・ 88・ 98は

器厚 0.8～ 1.Omと 厚くさ胎土に多量の輝雲母を含む。施文は太い隆帯垂下による区画がとられ、半

我竹管を駆使 して(区画内を全面に斜格子状に切 り、隆帯の両側に、蛇行する浮隆線を縦方向に残し

たり、浮隆線円文を配したりする。 98は その底部で、直径 13mを 示す。 93094は 横走、斜行す

る平行沈線が主文様となり、94に は太い隆帯が添付され、その上面今押引状の爪形文をつけている。

第4類土器 (第 14図 72～ 74)

72～ 74は 同一個体の特異な施文を示す土器である。器厚 0。 8御、焼成よく茶褐色である。 72・

73は開きながら立 ちあがる日縁部で、日唇が内削りとなって巾広くなり、横走する撚糸文が施され

る。 74は地文として複雑な羽状を示す撚糸文をもつ胴部で、弧状や蛇行を自在に描く平行沈線文が

加えられ、その平行線内を磨消している。撚糸文は一見沈線の如くであり、異質な存在を示す。

第 5類土器 (第 14図 86・ 89～ 92)

刺突文が多用される土器を一括 したが、その在 り方は趣を異にするものがある。 86は器厚 0.6印 、

輝雲母を含み器面調整はよい。平縁で複合口縁状となり、日縁部に横走する平行隆帯 0平行沈線、更

には整然とした平行す る連続刺突文が組合わされて、文様を構成する。また、隆帯上及び器の内側の

複合口縁上には、斜縄文がつけられる。89・ 90は個体を相違する平縁口縁部で、施文面はほぼ共通

し、沈線と角状の刺突文を口縁上部に残す。 91・ 92は器厚 0.8～ 1.0と 厚手を示し、輝雲母を含む。

器面調整 !ま よく、刺突列点文を主体にして、無文空間部を大きくとりながら、曲直状の構図をとって

いる。

第6類土器 (第 14図 95～97)

95096は 同一個体とみ られる平縁日縁部である。日縁部に不整な格子状細沈線文をもち、隆帯が

1本横走 して、その上面を斜めに切 る刻 目を附 している。頸部以下には細沈線による区画文がとられ

るらしい。 97は底部径 10。 6印を示 し、前者 とは個体 を別にしながら、同類として相通ずるものと
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思 える。

第7類土器 (第 14図 99～ 101)

99は器厚 1.0～ 1.2mの厚手で、焼成よく茶褐色となるが、胎土に砂粒を含み、内外の壁面調整

は粗雑である。平縁の口縁が開きながら立ちあがりをみせ、径部で締 って胴部にはり出す甕形土器で

ある。施文は日縁の立 ちあがり部に、箆描きによる縦方向の短沈線が無雑作に密に引かれ、頸部以下

胴部にかけては、縦長の箆描き沈線が、疎にして不規則に引き下げ られている。 1000101は器厚

0.6～ 0。 8印 、黒褐色を呈する。頸部に 2条の平行沈線がめぐり、以下胴部にかけて、全面だ細く浅

ぃ平行沈線を疎に垂下させている。

以上、組文中期初頭上器片については、その施文面に施される特徴から、7分類を試みたが、これ

ら出土遺物を参考までに、ビット状遺構別にまとめて列挙すると次の如くである。Dog4区 のビッ

トに所属するもの、75076078・ 82086。  HOg2区 のビットに所属するもの、48052

058・ 59060・ 62・ 64・ 83087088093098。  IOg3区 のビットに所属するもの、

44045047049050・ 70071・ 79。  10g2区のビットに所属するもの、51067・

68095096。 DOg拡張1区のビットに所属するもの、54056063077084089・ 90

等である。個体の相異する日縁部の破片が集中的である点注意される。

(大 久 保 知 巳 )

第 2節 弥 生 土 器 (第 15016017図 )

今次調査の出土土器として、第 ～ 図までを掲図したが、遺構と地区別に記述 してある。調査地

域出土の弥生土器は、愛知県下の二反地式、水神平式系に入り、条痕文土器が大半を占め、弥生前期

の土器と考えられる。この期の土器文化の流入系路であるが、一般には天竜川を経たと考えられてい

るが、長野県木曾郡大桑村伊奈川の下条や、曲田 0野 尻下在宮の原遺跡の存在を考 えると、木曾谷を

通っての流入したことも強 く考えられる。なお松本平における同時期の遺跡には、松本市内田の横山

城・同里山辺の針塚・同蟻ケ崎の城山・同神林の境窪・東筑摩郡山形村の唐沢、なお北に下つて東筑

摩郡明科町塩河原の緑ケ丘、南安曇郡三郷村の黒沢川右岸等があり、弥生期の前期文化が思いのほか

早く松本平にはいっていたことが想像される。本遺跡も奈良井川左岸台地における唯―の重要資料と

いえる。

第4号住居址出土弥生:土器 (第 15図 )

条痕文土器 施文具及びその文様からして3な いし4類位に分類できる。 102は器厚もあり、他

の上器とことなり組文に似た胎土をもつ。 1は 口唇に凸帯があり、指による押圧痕が施され、日唇部

の上面は器内まで突出した巾広い面をもち、断続 した条痕がつけられ、内側近くには小突起の飾りが

間を置いてつけられる。条痕文は器面に横につけられ、その下に斜めの条痕が引かれているが、破片

＼ ″
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であるため全体の構成は判らない。内面には縦と横の組合せが交互につけられてい ると考えられるが

破片のためこれも全容はわからない。 2は 条痕文が斜めにつけられ、内面の 口縁にたれ下がったよう

な未調査の器面があり、全体に指で押して調整 したらしい凹凸のある粗雑な面となつている。日唇は

平滑で1よ りはすつき りしており、あまり大きくはないと思われるが、全体の器形は不明である。 3

～ 14・ 17018は条痕による施文がなされ、条痕の施文の方法にもそれぞれ工夫がこらされ、横に

引かれたものには、 3010011、 縦に引かれたものには、 4014が あり、 11は 外面に、4は 回

唇の内側に凹痕がある。 805は横と縦η組合せであり、5の 口唇上面には押痕がつけられている。

なおこの土器の内面には、黒色の煤ようのものが附着している。綾杉状の施文には607があり、両

者とも回唇上面に施文がある。 6は 押引きように、7は 沈線が1本やや内側によつて溝状に引かれて

いる。 17018は 条痕致の太さに差はあるが、上方に横、その下は綾杉状 で文様構成は同 じである。

9015に は縦・横の条痕が組合されており、 15は や 崩ゝれた感 じである。 9は 日唇上に二条の押

痕がある。 12・ 13・ 20は 斜線による施文であり、20は 底部に近い部分である。

沈線文土器 16019は 大小の沈線による文様である。

細文上器 21022は組文が沈線で囲まれたり、磨消縄文の手法が認められる。

上器の底部 23～ 33は土器の底部であ り、底面に木葉の文様があるものに、24・ 25・ 310

32が あり、他は無文である。

AtS地 域出土弥生土器 (第 16図 )

組文早期の配石遺構や、弥生時代の住居址を出 した地域であるが、弥生土器の出土は主として、西

部の弥生住居址から南側の地点に多く発見され、住居址の追究をしたが、遺構を確認することはでき

なかった。時期的には住居址内より発見された上器と同じと考えられる。

条痕文土器 1～ 3は器壁も厚 く胎土も砂粒を含み厚く、細文土器の質に類似している。文様は何

れも条痕文が施文されているが、 1は 日唇に凸帯をめぐらし、表側の凸帯上には条痕文の施文具に使

用 したと見られる、縦振め 押圧痕が施文されてい る。 2は 1と 同様に口唇部に凸帯を有しているが、

横に引かれた条痕文が全面にあり、上部の口唇の外側に押痕がある。三者のうちでは一番薄手で焼上

りも柔らかい。 3は条痕文であるがこの土器の内面は指による調整の凹凸が日立 ち、平滑な面の整形

は全くなされていない。 4～ 7・ 16は 横に引かれた条痕文である。 5016は 口唇上面に圧痕があ

る。 8～ 11021は綾杉状に条痕文が施文されており、 8は 回唇に帯状に押痕が押され、 11は 口唇

上面に刻目様の施文がされている。また 9の 内面にぼ厚く煤状の附着物がある。 13～15018は 横

引きの短い条痕文が施されている。 17は同 じ横引きであるが線が太く、連続してめぐらされている

らしい。 19は や 斜ゝに引かれた条痕文で上部は縦の条痕文となるらしいが、破片であるので構成が

よくわからない。 20は底部に近い部分で縦に条痕文が引かれている。 22023は縦と横の条痕文の

組合せであるが、 23は器面が荒れて、 22と は違った施文具の感じを受ける。 24は 横と斜の条痕
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文である。

沈線文土器 26～28、 31～ 34は太い沈線により施文されており、28032は 変形工字文らしい。

31は 細頸の壺の上部である。

・
組文土器 25・ 29・ 30は 何れも小形土器で円形の刺突があるのは共通しており、 25に は組文

はないが一応この中に入れた。29030は細文があり、 25・ 29に は条線があるが、 30に は無い。

無文土器 35は 無文であり、遺跡全体としても出土量は多くない。

土器の底部 布目痕のあるものに 37が あり、綱代を僅かであるが認められるものに、52ざ 53が

ある。木葉痕のあるものに、 40041・ 44が あり、他は無文である。

ア～ソ地域出土弥生土器 (第 17図 )

条痕文土器 1～ 3は表に横叉は斜の条痕文が施文され、厚さが lm～ 1.5卿 あり、胎土も粗く縄

文様の感じを受ける破片である。 日唇部が内側に曲げられたように、内面には接合部にはつきりと凸

帯状の部分があって特異な口唇をしてい る。内側は指による圧痕が認められ、凹凸な面をしている。

4～ 7、 9013～ 15018は 条痕文が横に引かれ、日唇部の上面に押痕のあるものに、4050

13015016018が あ り、表の面に刻まれたものに4016018が あり、上面が509・ 130

14015が ある。裏側に刻まれたものに 14が ある。 や 斜ゝに条痕文のつけられたものに、 16・ 17

があり 16は 表側上方に押痕がある。縦に引かれた条痕文に 10があり口唇上面に押圧痕がある。lo

は綾杉状の条痕文で回唇上面に押圧痕がある。 11012は 沈線であるが 11と 12は 施文具が異なる。

11は 口唇の内側に細い細文が施文され、真中に沈線が 1本 引なれている。 12も 口唇内側に沈線が

引かれている。 12の ものは 11よ り線が平たく、条痕文と同じ施文具でないかとみられる。 20は

横に引かれたものと、綾杉文の組合せであり、 21は 日唇部に帯状に縦の施文がされ、その下方は横

に引かれた条痕文が続 くらしい。 128は 表面が荒れておりはっきりしないがや 斜ゝの条痕文が引かれ

ているようである。 23・ 30031は縦、横の条痕文が施文され、 32は これに、のたれの条痕効 ミ加

わつている。 24・ 34は 横に引かれた線と波状文と共通な文様構成をしているが、 24は 浅鉢の口縁

らしく口唇の上面には条線が引かれている。 34は 頸部の一部らしい。 35は 横に、41042は 斜に

条痕文が施文され、胴部の破片らしい。 36～39は綾杉状に施文されており、 39は 下部がはっきり

しない点もあるが一応 この仲間に入れておく。

沈線文 27040043を これにしたが 11等 もこれに入れるべきかも知れない。 40は 沈線の間に

刺突文があり、 27は 日唇の表と裏側に押痕がつけられた口縁である。下部の沈線の間の矩形の刻目

も変ってい る。 43はへら状施文具で施文されている。

組文のある土器 19022026029・ 44～ 46が 縄文のある破片である。 19は 日頸部で口唇の

表側に押痕があり、細文が施文されているが下部迄は続かないらしく、拓影には、はっきり出なかっ

たが破片の下端に綾杉文らしい文様の一部が施文されている。 22は 19と 同様小形壷の口頸部であ
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るが、日唇に帯状に無節の縄文がめぐらされている。内面に巻上らしい手法の継目が認められる。

29は 沈線の間に細い縄文が認められ、磨消組文の手法で施文されているらしいが小破片のためよく

判らぬ。 44'45は 出土地点は少 し離れるが同一個体の破片と認められ、沈線と刺突文で飾られ、一

部に組文が認められる。胎土は砂が多く悪い質である。 45が 下部になると考えられる。 46は 組文

の地に渦巻状の沈線がありその真中に突起 したこぶ状の飾がつけられている。器質は、44045と 同

じくあまりよくない。

(小  松  虔 )

第 3節  石    器

本遺跡からの石器類の出土数は極めて少ないが、縄文・弥生系文化の複合遺跡の関係上これを大別

して、組文文化系に属する石器類 と弥生文化系に属する石器類とする。

(1)組文時代の石器 (図 版 27)(第 20図 )

A 凹 石 (図版 27,102・ 3)

総計 3個 、ともに片手で持てる大きさで長楕円形をなしてい る。その 1は 表面に 5つ裏面に 2

つの小凹穴があり、他の 2、 3に は表面に 1つの小凹穴があって、材質は砂岩であり若干の火熱

をうけてい る。弥生系遺跡の近傍から出土するも、弥生系遺跡から出土の類例がないので縄文系

遺物として集録 した。

B 石 皿 (図版 27、 第 20図 4)

石皿の出土は少なくただ 1個 であった。扁平な溶岩質の安山岩をもって作 られ、その表面は粗

雑であらく、ものを摺 りつぶすのには好都合であろう。表面上には、長 20m巾 1lm、 深さ

1.9“溝状の凹部がある。

C 石 斧 (図版 27、 第20図 50607・ 809。 10011012・ 14)

出上の総計 14。 5個 で、 うち5～ 6個 は、破捐が甚しいため本報告書から除外 した。

5・ 6・ 70809010011012の 8個 は打製石斧であり、遺跡の西辺を流れる鎖り||の 川

原石である硬砂岩 を使用してい る。

器形には特徴はないが、刃部にはそれぞれ使用痕がある。恐らく土工具として使用されたもの

であろう。 14は 1個のみ磨石斧で、その上半部を折損 し紛失 しているが、定角式石斧で材質は

堅く刃部及び頭部には、使用痕か、或は折損後にり||に 洗されて磨滅した と思われる痕が認められ

る。

D 打製石庖丁 (図版 27、 第 20図 15)

出土数は 1個 である。西辺を流れる川原石の硬砂岩を使用 してい る。川原石を薄く剥ぎ、その

一方を刃部とするため更に二次的加工をして、刃部としたもので、半月形をなし、断面は薄く三
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角形をしている。刃部には相当の使用痕が認められる。

打製石庖丁は、食用植物の採集の際に使用され、また調理用として用い られたものであろう。

打製石庖丁の出土は近年松本市女鳥羽川遺跡 (縄文後 。晩期 )、 その上流に当る東筑摩郡本郷村

稲倉の塩辛遺跡 (縄文中期 )、 その他松本市岡田の田溝池遺跡 (縄文中期 )な どから2～ 3個づ

つ発見されている。

E 不明石器 (図版 27、 第 20図 13)

この石器、鎖川の川原石 (硬砂岩 )を打割り、その薄片の一方に二次的に加工して刃部を作 り、    ・

他の一方を打欠いて、摘み状としたもので、その形態からすると、大型の石匙と見られるもので

刃部に使用痕が見られるが、石匙とするにはあまりに も不細工なので敢て不明石器とした。

F 棒状磨石 (図版 27、 第 20図 16)

この石器は、自然の川原石である棒状の安山岩をそのまま利用したもので、その一方に磨滅し     ・

た使用痕が残っている。この様な棒状磨石は、主として縄文早期の遺跡から出土 している例が多

H 石 鏃  (図版 27、 第20図 26027・ 28029)                    ' ・

石鏃4個 のうち、 26は縄文早期集石跡と推定 されぅE21-135の 集石内から出土 し、その近   ヽ

くの同位層の集石内から、早期の押型山形文土器の尖底部が出土 している。 27は 第 2地区土師   ＼/

第 1号 住居址西北隅の床上から出土したもので、恐らく附近から流入したものであろう。 28は

E2(→ 25の 第二層から出土 したもので、その形態から、この同位層にある縄文中期文化に伴 う

ものであろう。 29は第一地区の ITの あげ土から発見されたものである。

I 黒燿石剥片 (図版 27、 第20図 33034035・ 36)

いずれも長さ3.2卸 より3.9mの黒燿石の剥片で、石器製作の際における剥片かとも見られる

が、なかには細石器と見られるものもあるので、参考のため集録した。

(2)弥生時代石器  (図版27、 第20図 )

A 石 斧 (図版 27、 第 20図 17018019・ 20)                     。

計 4個 、ともに鎖川のり|1原 石 (硬砂岩 )を 用いている。 17・ 18019は 、川原石を打割り、

その一面には尚自然面を残 したまま加工したもので、その刃部には、使用痕が残ってい る。20

は、大胆な加ェを加えて細長い石斧を作っている。この石斧について大場磐雄博士は、弥生文化

の所産であると説明されている。以上は総べて石斧としてではなく、土耕具として使用されたも

のであろう。

B 石 匙 (図版 27、 第20図 21022)

計 2個、ともにチャート製で、 1つ は縦形他は横形のもので、弥生式土器片と伴出 している。

両形ともにその使用目的によって作られたものである。
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C 石 鏃 (図版 27、 第 20図 23024025030・ 31032)

計6個 でうち5個 は有柄で、外の1個 は下半部折損のため不明である6と もに黒燿石製で、こ .

の うち23024は 細長く鋭く弥生式の打石鏃の特徴をよく表わしている。

(倉 科 明正 )

石 器 一 覧 表

石器

番号
出 土 地 種 類 大 さき 材 質 所 属 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

1‐2

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

1lo,-251
D 3,-22‐
D 4,-47

オ  6,-38
D15,-25
0 2,-40
D 6,-35
F17,-35
116,-15
G15,-30

チ 12,-30
H16,-50
116,-50
E18,-30
E18,-45
H16,-70
E 2,-35

第一 住居址床上

E 2,-25

上  げ  土

F16,-45
115,-40
115,-40

第一住居址上げ土

凹 石

石 皿

石 斧

石 匙

磨製石斧

石庖丁

棒状磨石

石 斧

石 匙

石 鏃

″

″

″

″

石 片

″

″

″

〃

″

″

〃

″

　

″

　

″

″

　

″

14.OmX10。5mX4.8印

15。5  × 9.2  X5。 2

13.8  × 8.4  X5。 2

24.5 ×21.6 ×8.5

17.0 × 8.O Xl.8

12.7  × 4.8 Xl.5

12.2  X 4.O Xl.8

100 X 4.O X12
15.0 × 5。7 ¥2.6

10。7 X 3.8 ×2.2

104 × 5.0 ×25

10.O X 6.O X12

66 X 8.5 Xl.5
7.8 X 4.5 X3.2

10。 6 X 5。 l  Xl。2

14.8X4。 3× 2.5

14.2 X 8.o ×2.5

10.0 × 6.o Xl.4

16.0 × 7.2 X2.3

19。6  × 5.5 X2β

3.8 × 4.6 XO。7

4.5 X 3.6 XO。 7

2.l X l.O XO.4

2.2  X O。 7  XO。 2

2.5 X l.4 XO。 5

1.7 X l.5 XO.4

1:7 X l.3 XO.2

2.5 X l.4 XO。 4

1.5 X O。 7 XO.3
1.7  X O.9  Xo。3

1.6 X l.l Xo.4

1.5 X l.O XO。 3

3.9 X l.4 XO。 3

3.6 X l.7 XO。 4

3.9 X l・9 XO.9

3.2 X l.9 XO。 5

″

安山岩

硬砂岩

岩砂

″

″

″

″

〃

″

″

″

不 明

硬砂岩

安山岩

硬砂岩

〃

チャート

″

黒燿石

″

チャート

黒燿石

チャート

黒燿石

″

縄文

〃

″

弥生
″

″

″

縄文

″

″

姓
〃

緻

表 面 3裏面 2の 小穴あり

小穴 1

小穴 1

20卸 X llXl.9の 凹部

撥形

石匙か不明点あり

上半部折捐あり

打製石庖丁と推定

早期 文化に伴 うものか

刃部に使用痕あ り

″   大場博士認定

横形

縦形

鋭くて細く有柄

柱穴中より出土

早期文化に伴 うものか

周囲から混離 したもの

用途不明

″

″

″

-31-



第 4節  配石 遺構 と 陰刻 文 を有 す る石  (図版 18)

本遺跡を調査された大場磐雄博士から、「 配石遺構と陰刻文を有する石」と題する一文と写真を寄

せられたので、参考のためこれを記す。

「 昭和 43年 3月 東京都町田市小山町田端で発見された配石遺構は、東西 10π 、南北9π のほぼ

環状を呈 し、その中心部を除いて周囲に大小の河原石が集積され、所々に大形の石棒や柱状自然石が

現に樹立し、またはもとは立っていたと推定される状態で発見され、さらにその間に自然石で円く囲

んだ墓、土墳墓が認められるが、全体に集石と立石群の連続といった観を呈 し、なかなかの壮観であ

る。時期は遺構内から発見された土器からみて、縄文後期一晩期に亘っていると認められた。

ここから4個の刻文石が出てぃる。まだ発見される可能性があると思うが、全部の石を調べなくて

はならないので、さし当り見ることのできるものだけについて記す。その中3個 は遺構中にあり、何

れも付近の境り||か ら採集された河原石 (砂岩質のものが多い )に、陰刻 したもので、一例を示すと、

南側の環状集石内にある組石の内に存するものは、長径 20" の自然石の平らな一面に、X状 の線

を数本刻んである(図版 18)。

つぎに同じ南側の集石墓の近くにある組石の内には、同じくらいの自然石に横線が3本刻されてい

るが、これは点線で彫ってある。もう一つは西北部の遺構中にあるもので、長さ50m、 巾30mく

らいの自然石の一面に格子目状の亥l文があって、これも点線彫りで且つ朱が施されている。格子目は

大小12あ る。以上の二つは、線が浅く写真にもよく写らないぎ

さらにもう1個 は既に掘り上げられた自然石 (不整形で長さ20mぐ らい )の 一面に、円や弧線が

刻んである(図版 18)。 以上配石遺構中から発見された刻文石について記したが、その意味すると

ころは不明であり、今後資料の増加をまち、比較研究する必要があると思 う。 (大 場・磐 雄 )

このような大場博士教示を参考として考えてみると、本遺跡出土の線刻石は縄文早期と縄文後晩期

の差はあるが、ともに集石 (配 石 )遺 構中からの、発見例であるということに共通性がある。また田

端遺跡の場合は配石遺構の中に、20余の墓羨が確認されたとい うことで、祭場と考 えられるコプシ

畑遺跡の場合とは用途の上に差異がある。このように配石 (集石 )遺 構中に墓猿のある例は、前記 し

た北海道忍路郡三笠山の環状石雛の好例があり、後晩期において各地に多くその例をみる。只早期の

ものである当遺跡の場合にはその確認はない。

早期からの祭場としての集石遺構の例が、時代の下るとともに墓地化 し、本来の祭場の広場に部落

の英雄的なものを埋めて、ともに祭るという習俗が生じたのではないだろうか。
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第 5節  土師 時代 以 後 の遺物

1.土 師 器  (第 18図 1～ 9、 図版 11)

土師器は発掘地点全域より出土 しているが小破片がほとんどで、器形の判明するものは住居址お

よび、その周辺からの遺物が中心である。器体は不・甕の破片のみで他は見当らない。

A 不形土器 (第 18図 1・ 2)

1は ク13の落込みより出土 したもので、器厚3mの薄手で日唇はややそ りをもち、外面上部

には横なでのあとがみられる。胎土はやゃ粗く、茶褐色を呈する。 2は高台付でD16よ り出土

している。高台はやや開きヽ底部中央には lmぁ まりのキズがあるが意図的なものではない。胎

土は砂礫を含み焼成は柔らかく、明るい赤褐色を呈する。

B 甕形土器 (第 18図 3～ 9)

3～ 5は いずれも日径 30mあ まりと推定される甕形土器の日縁部でぁる。 304は第 1号址

よりの出土であり、 3は内外面ともハケ状の整形のあとがみえる。口縁は外反して肩部から大き

くふ くらむものと思われる。 4は直立する日縁をもつ。 5は 7と 同形のもので第2号 カトト面より

出土したものである。これら3点は明るい褐色で、胎土にやや雲母を含み、特に5は胎土が'精選

されて焼成もよい。 6ほ D2よ り出土 したもので、直立する日縁で複合口縁のように段をもって

いる。頸部はみがかれており、茶褐色で一部にススが付着 している。胎土は良い。本類の中では

時期的に古いものと思われる。

708は 第 1号 址の竃より出土 したもので図示しなかったが、伴出の破片は数片ある。 7は鳥

帽子形の肩部のはらない甕と思われ、ハケロ状の整形を示すものであり、内面下部には斜めに指

腹によるものらしいナデ跡が残されている。 8は 胴部で、外面は太いハケロが施され、内面はご

つごつとして、指巾位のくぼみが縦に数本つけられている。共に赤褐色を呈 し、内面は一部黒色

をおびている。Gは第 1号址床面より出土 した底部で、平底であり、破片上部にハケロが施され

ており、 7・ 8と 同類の底部であろう。色調は外面ねずみ色を呈 し、火にかかっていたことを伺

わせる。内面は明るい茶色で胎土はやや粗である。

これらを平出遺跡出土の遺物と比較するならば、第二様式ないしは、第四様式に類似するもの

で、土師時代中期中半および後半に該当する。

2.須恵器・施釉陶器 (第 19図 1～ 16)

須恵器および施釉陶器は土師器に比して出土量は少なく、第 1号 址床面より出土 したものがほと

んどであるが、器形の判明するものが多い。施釉は灰釉も含めて17点なので一括して扱い、出土

地点を記述するもの以外は第 1号址出土である。器形も土師器と類似するが壷形が加わる。

A 不形土器 (第 19図 1～ 10)
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1は 第 2号址上部より出土 したもので、やや内彎して開く。底はヘラおこしで中央がややもり

上って丸底風である。胎土はわずかに砂粒を含む。焼成はやわらかく、色調は回唇周辺がねずみ

色のほか下部は白茶色である。2も 1同 様に柔らかく、底部はヘラおこしがうまくいかずに凹凸

がある。 3は イ9よ り出土 したが、第 1号 LLL部であり、2と 同様のヘラおこしで、内面には水

引き整形による段を有する。色は内面拗黒色、外面は灰白色である。 4は 須恵特有の堅緻でねず

み色の不で、底部の切 りはなしがあらく段を有する。また底部は中央が上る。 5は 内面水引き整

形、底はヘラおこしでロクロは右まわりである。色調はみどりがかったねずみ色で4よ り柔らか

い。6は蓋で堅緻な焼成で、右まわりのロクロあとがうかがえる。内面は水引き整形、つまみは

平らで、全体に浅 く、日唇上部で勾配がゆるくなる。 708は 高台付で 7は ク15、 8は D2出

土で、ともに高台は直立している。 7は 一部灰釉がかかっている。 9は J16出土の灰釉で糸切

り底である。高台のつけ方やつくり方はあらく、内面には凹凸がはげしい。灰釉は内面に均一に

施されている。 10は 第2号址出土のねずみ色をした浅い不である。高台の広がりは小さく、ロ

クロ整形の線が美 しい。

B 甕形土器 (第 19図 11～ 14)  ′

11～ 13は 大型甕の胴部で内面に波状めタタキロのあるものと、ないものとがある。 11は 第

1号址の竃より出土 したもので、外面は浅いタタキロの上に縁釉がかかってぃる。 14は広日の

甕で、日唇直下・短い頸をもって小さい肩部へとつながるもので、これらはいずれも灰白色の堅

緻な焼成である。

C 壷形土器 (第 19図 15016)

15は lmぁ まりの短い口縁から大きく肩をはって、円形をなす壺で、日唇より暗縁色の釉を

施したもので、猿投窯出土のものと酷似 している。内面は ロクロ整形を示 し、黒っぽいねずみ色

を呈する。 16は 日縁がつよく外反 し肩部がはって円形をなす壷で、日頸以下はタタキロがつけ

られ、内面はロクロ整形のあとはあるが、最大径の胴部でつなぎ合せたらしく、そのあたりは凹

凸がある。焼成は柔らかく、色調は灰白色を呈している。寡間にして類例を知らないが、古い様

相もあり、中期中半に比定 したい。

D 碗形土器 (第 19図 17)

17は天目釉の碗形土器の破片で口縁部はケ4の 石だまりより出土 し、下部はD2よ りの出土

であるが同一器体で接合される。色調は黒味のつよい黒褐色で、日唇は褐色を帯びる。胎土は色

白色で精選され、焼成もよい。

「 信濃考古綜覧」下巻

「 平出」

参考文献
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「船田」  八王子市船田遺跡調査会

「 世界考古学大系」第304巻  平凡社

「 甕器の道(1)」 檜崎 彰一

第 4章  考 察

本遺跡の調査結果については、前章において各執筆委員により述べられているが、総括的な所見を

述べて考察とする。

第 1節  複 合 遺 跡 で あ る こ と

本遺跡の発見の端緒が、昭和33年の客土の際のことであり、その際縄文中期と土師時代との複合

遺跡であることが確認されていたが、今次の発掘調査により、その内容がさらに深められ、縄文早期

・組文中期・弥生・土師の 4期にわたる複合遺跡であり、さらにまた中世遺物の出土 もあったことか

ら、組文早期から中世末、さらに中世に及ぶ遺跡地帯であることが判明した。その中で特に注目され

るのは縄文早期の石造遺構である。

(1)細文早期の集石遺構は、前章報文のごとく、広範囲にゎたる集石部と、その上に構造された多く

の環状組石・マウンド状の集石等であるが、早期における集石遺構の、このような大規模で複雑な

ものの発見例がないことから、この集石遺構を早期のものと速断することは如何かとの説もあり、

現地を調査した国学院大学客員教授の大場磐雄博土も、伴出した細文早期土器片の出土状況をみな

がらも、なおかつ遺構が整いすぎていることについて若干の疑義をもたれた。        r

調査団の意見としては、この遺構のきめ手となるものを、集石部の組石のある土層から発見され

た、早期押型山形文土器片の発見を唯一の手がかりとして、一応早期の構造物であると推定 したの

である。他の小規模な早期集石遺構 (墓羨・集石炉 )の 場合も、大規模な集石遺構の場合も、伴出

する遣物である土器石器の年代をもってこれに当てるを常識としているからである。本遺構の場合

は、層位的にみて、上層は現代の西耕地部落の中の農地、もと畑地、のち水田、その下層は中世の

住居址 (礎石・ 石日・天目破片等の出土による )、 一部墓地 (墓城 )。 その下層に古代の土師住居

址 (住居跡確認 3・ 土師・ 須恵・灰釉陶器出土 )、 その下層は弥生式前期 (こ の地方として )、 さ

らにその下層に縄文中期初頭 (梨の木式の上器石器 )、 その下に問題の石造遺構があり、そこに早

期土器片の出土をみている。

このように中間に空白期間はあるものの、組文早期から中世にわたる遺跡であることには間違い

ない。問題の早期遺構の層位をなお明白に詳説すると、この集石遺構の発見されたコプシ畑の地は、

■/
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かつては付近の水田地帯よりlπ 余高く、南側にある現在の住居地帯と、ほぼ同等の高さで、そこ

にコプシの古木があり、土地の所有者によリクプシ畑となまって呼ばれてきたところで、その切株

は最近まで残 っていたということである。その畑地帯を、厚さlπ 余の除土をし水田とした際、前

記の遺構や遺物 (縄文・土師 )の 発見があったのである。今次の調査では、その際の遺構の残存を

も探 しながち、その下層に及び、コプシ畑地籍からも、またその東方からも、新たな遺構・遺物を

発見しこれを総称 してコプシ畑遺跡と呼んだのである。問題は細文中期遺構の床面と、集石遺構の

ある面との水平的な違いであるが、これは調査の際に最 も注意 したところで、第二次調査にはいり

集石部の全容を出すため、四周を掘り進めた際、集石部西北部のマウンド状集石の上層において堅

緻な中期住居跡の床面を発見し、その下に集石部のあることを確認している。 この集石部は、中心

が高く、四周は内地層と接するあたりにかけて次第に傾斜 し低くなっており、集石部の敷石の上に

造られたマウンド状集石も、環状の組石も、使用の礫石っ大小により高低を生 じており、同一水平

面ではなく、ある部分は組文中期土器の出土層に接しる箇所もあるが、上下の関係は明らかに40
mか ら5mの差異が認められる。またこの集石遺構からは、他種の土器 (早期押型山形文以外 )の

混在がないところから、完掘未了の現段階においては、これを早期遺構でないと断定する資料はな

い 。

(21 縄文中期遺構は中期初頭の梨の木式の土器がそのほとんどで、これに伴 う石斧・石皿・石匙・凹

石等を出しているが、昭和33年客上の際発見されたとい う炉址など、住居跡のきめ手となるもの

は発見されず、集石地帯の上層の東南部と東北隅と西部および集石地帯の北辺 8π余の別地点に、

鉢形土器等を発見したにすぎない。従って住居址を確認する柱穴の発見もなかった。おそらく昭和

33年の客上の際、破壊されて しまったものであろう。 しかし、その所在を証明できたのは一つの

収穫であった。

(3)弥生時代の遺跡は調査のはじめがら、遺跡の東部と西部に土器片の発見があり、すでに農耕の際

攪伴されていることがわかった。もと畑地であったコプシ畑では、昭和33年 客土の際には発見さ

れなかつたが、今次調査ではまず西部の用水の堰に近い低地帯の黒土層中から、相当量の土器片の

出土があり、その破片が当地方としては未発見の古式のものであったことは前章報文のとおりであ

るが、第2次調査において該地区の除土を完全にしたとき、 トンンチをはずれて北方に 1個の竪穴

を発見した。出土の遺物は条痕による弥生式土器片多数で、その器種は甕・壷を主 とし、日縁部・

底部も多かった。その系統は、近 くでは松本市内田の横山城遺跡発見のものに類似し、前期として

よいものであるが、前章執筆の小松虔氏は、なお類似遣物を木曾谷の南野尻遺跡に求め、同期弥生

文化の松本平進出の経路を木曾谷からとしている。これはすでに組文早期以来の場合にもあてはま

ることで、当然の考察といえよう。土器の底部は円形平底であるが、中に木葉痕のあるもの、平織

の布 目のあるものが相当量発見されたが、これはこの時代の文化を知る貴重な資料である。なお特
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記することは、伴出の石器がすべて打製で、弥生遺跡に伴う、磨製石鏃や、磨製の石庖丁・大型蛤

刃石斧等の発見が一つもなく、遺跡地帯の床面からは小形の精巧な黒燿石製の打製石鏃、またチャ

ー ト製の石匙を出してぉり、なお組文文化の影響をうけていることを物語っている。

なお調査終了後、遺跡の東部水田地帯整地の際発見、 トラタターの操作により数個の同期住居址

と、土器の発見があったことが、報告されたが、これは今次調査とは無関係のものである。

(4)土師時代の住居址は、今次調査によってはコプシ畑集石遺構に接して東部に 2個 、また西部の弥

生式住居址に重複して1個 発見されているが、集石遺構の上からは全然遺物さえも発見されなかつ

た。 しかし昭和 33年客土の際の発見遺物には土師器の不・甕・壺、須恵器の不・甕の破片等が発

見され、今井小学校に集蔵ぎメいる しかしEEL今次調査で集石部から発見されなかったのは、客土

の際遺構がこわされその痕跡を残さなかつたものであろう。この遺構の年代は、一部に古式の須恵

器を出してぃるものの、土師器の形式、また灰釉陶器をまじえているところから中期奈良時代のも

のと考えられる。同期の遺跡はこの地帯の南に続 く地帯にもあり、灰釉・ 須恵・ 双面硯などを出 し

ており、広範囲に土師時代の集落が発達 していたことを語っているも前章報文の執筆者神沢昌二郎

氏は住居 址の入口を西方 (竃は東壁にあ り)と 考えているが、その場合は西方鎖川の低地に面 して

いたことになる。

弥生前期から土師中期 ととんでいることについては生活条件に変化を生 じたことの理由によるも

のであろう。

(D 中世の遺構としては、特別みるべきものはなかつたが上部に集石のある、伴出土器のない墓壊様

のものが 2ケ所程発見されている。また室町時代の陶器 (黒釉天日)片の発見、江戸時代以前とみ

られる石日の破片などが発見され、中世の生活にも関わりのあつたことを物語っている。

以上により、今井コプシ畑遺跡は複合遺跡であったことがわかつたが、現在は部落の住宅地からは

ずれているのはなぜだろうか、それは、遺跡地帯の西方約 100πの地を流れる鎖川の流路がしばし

ば変化 し、たえず微地形的な地形変化がおこなわれたこと、またこの地がコプシ畑を中心として一段

と高く丘状を呈 し、縄文時代からの信仰喧跡 としての地位を保っていたからであろ う。

第 2節  集 石 遺 構 に つ い て

集石遺構の中で、特異なことは前にも触れたように、縄文早期の遺構としては、例のない大規模な

ものであるとい うこと、その構造が集石部の上に石組がつ くられているとい う複雑なものであるとい

う二点である。

(1)規模については、縄文早期の集石遺構ながら、14π 以上推定 20π に及ぶ径をもち、そこに集

め、敷かれ、積まれ、組まれた構造物が多く存在することであるが、構造の過程において、それぞ

れの組石が、それぞれの箇所に組まれたり積まれたりして、それが自然に集合 して大きな集石遺構
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となつたものか、あるいは広範囲の石敷の祭場がまずつくられ、その地帯の中に組石部ゃ積石部が

若干の時をおいて造られたものかは、この集石遺構の意義を考 える上に重要なことである。

0)構造上の特色としては、まず近辺を流れる鎖川の川原石 (ほ とんどが硬砂岩 )径 20m～ 50m

のものが現地に運ばれ一定の集石地帯ができ、その上にマウンド状の積石 (平円錐形 )。 環状の組

石、 しかも環状組石には敷石上に10m～ 15m高 く組み上げたもの、また逆に敷石平面から下げ

たものと、凹凸二様のものがあり、あたかもそれが対になつているかの感をいだかせている。この

ような遺構の構造は、今まで発見例のないことであるが、さらに環状組石が二重になつているもの :

立石のあるものと変化に富み、複雑である。集石部の断面を縦横に切 り、四周を充分に掘り拡げ、

完全な調査をしないので、今にわかに結論は出せないが、環状組石の凸部も凹部も明らかに集石

(敷 石 )の 上に組まれていることは事実である。

0)線刻のある石の発見

つぎに集石部のほぼ中央にある立石のある環状組石 (凸 )の 前に一列の礫線があ り、その前面

(西 面 )に 1個 の線刻のある石が、最終日の清掃の際に発見された。凍りついた土を水を掛げて清

掃していた際の発見で、その石は長径 42印、短形30m余 の不整球状の硬砂岩で全面は川原の転

石としてあったため、自然に磨かれ平滑であるが、ここにははっきりと弧線を中心 とした線刻がほ

どこされている。これは原始絵画というには具象的でなさすぎるが、強いてい ぇば人面、または人

体の一部、また弓に矢をつがえたもののようにも見られる。県下での発見例では、茅野市尖石遺跡

の線刻絵画のある石 (太陽・樹木 0人物がはっきりしている)や 、県外での発見例では秋田県由利

郡矢島町、同雄勝郡雄勝町 (旧秋の宮村 )、 北秋田郡阿仁村 (旧 大阿仁村 )か らの鮭石のようには

っきりしたものもある。

ただ昭和 43年に大場磐雄博士の調査された東京都町田市小山町田端の配石遺構の後期集石遺跡

中の数個の石にはコプシ畑暗跡の場合と同様な意味不明の線刻の石が発見されている(第  図 )。

以上の例はいずれもコプシ畑遺跡よりは新しい例で、尖石は中期住居址中より、鮭石は後期、町田

市の田端遺跡の場合も同様である。

しかし最 も古い線刻の石は愛媛県上浮穴郡美川村大字上黒岩の上黒岩岩蔭遺跡から発見された緑

泥片岩製の女神像と呼ばれるものとされている。 これは同遺跡の第9層 からの出土で、我国最古の

土器といゎれる細隆線文土器、これに伴出する杏仁状尖頭器 0有舌尖顕器などとともに発見された

ものであるが、これも甚だ具像的でない。

これらのものの中では本遺跡の場合は最も石が大きく、その線刻が力強くきざみ込まれている。

尖石遺跡の場合は軟質の石をより堅い石で引掻いたかたちで、線も細く弱く引かれてあり、上黒岩

岩蔭遺跡の場合も同様であるが、本遺跡の場合は、亥1みの幅も3m之 広 く、深さも2爾除で堅い硬

砂岩の面にこまかく刻みこまれ、その刻み日は願い 歯形の如 くである。これは石面に刻まれた20

4`′
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数本の線が同様で、柔かい石に対 して引掻き線で描いたというようなものではない。 しっかりと刻

み込まれた作意の描線である。

この石の年代を何と認定すべきであるか、そのため、最終日に凍土を湯でとかしながら周辺や石

の坐りを検討して調査したが、この石も他の組石のあ り方と同様、堅微な黒褐色粘土層中に埋めこ

まれたかたちであり、極微量の山形文土器の破片、木炭末の検出をその付近からみている。こうし

た事実からして、この石の年代を集石遣構築造と同時期 と考ぇることはどうであろうか。

なお同様線刻の石の発見をすべく、できるだけ露出の石を調査したが、その中に中央環状組石

(凸 )の立石の面に若干の線刻、また径 6爾除の凹みがみられ、他にも同程度のものが数個あるこ

と力`わかつた。           
・

さてこの石を何 と考えるべきかであるが、これは、この集石遺構の中の一要素で信仰上の理由の

あるものと考えるが至当と思 う。そのため、つぎにこの集石遺構の意義用途について考えてみたい。

(4)特別史跡に指定されている秋田県大湯遺跡の環状列石のほか、北海道の忍路の環状石籠、本県で

は大町市上原の環状石簾、東筑摩郡四賀村井刈遺跡、伊那市の石駄苅遺跡があり、ともに集石 (乳

石 )・ 立石等をもっているが、これを墓地説とするか、他の信仰遣跡とするかは諸説あるところで

ある。本遺跡の場合は墓地説を証明する何物もなく、現時点においては信仰上の遺跡、すなわち祭

場の跡と考えたい。祭場とは神祭 りの場であるが、その神は祖霊であったり、生活に恩恵をもたら

す神であったであろう。明治以来から知られている北海道忍路郡塩谷村土場の三笠山の遣跡は、東

西22π、南北 30πの楕円の環状列石で、高さlπ 余の立石が環状に並び、アイヌ部落の人達は

この立石に鮭を供えて祭をしたと駒井和愛博士も日本考古学辞典の中で言っているが、博土はこれ

らをアイヌの墳墓 と関係があると説いており、現に本州の同様遺跡の中には列石内の小集石部の下

に墓猿のある例も報告されている。本遺跡の場合、古代には多くの鮭・鱒が産卵期に上ってきたで

あろう鎖川にほぼ接しており、その位置も平地状の台地上にあり、東西南北の眺望もよく祭場とし

て適地であったと思われる。ここを祭場とみた場合は、当時の人々の集落はどのようであったであ

ろうか。きつとこの付近の程遠からぬところに集落が営まれたに違いないが、現在はそれを明確に

しがたい。ただ同期の遺物を出した場所が、付近の各所にあるので、当然集落のあつたことを認め

てよいであろう。すなわち、この遺跡は全 く突然に営まれた遺跡ではないのである。

第 3節  遺 跡 の 不 連 続 性 に つ い て

本遺跡は前記のように縄文早期から土師時代までの複合遺跡であるが、縄文時代においても前期 0

中期の一部を欠き弥生時代も中・後期を欠き、土師時代も前期を欠いているが、この理由は何であろ

うか、これは前文にも触れているように、鎖川の流路変更や、その他の理由によるものであろう。

そうした場合、歴史の空白部はこの集石遺構にも及び、早期に集石遺構が構築された後、前期・中
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期とその信仰が継続 したことは考えられず、早期に構築 されたのち鎖川の流路変更等により自然に

埋設し、その上にまた新たな生活があったものであろ う。

早期文化の当地流入の過程も、木曾谷経由と考 えられる面があるが、弥生期の場合もその推考が

成りたつことは、前文にも述べてあるとおりである。

土師時代においては、当地は無古墳地帯であるが、庄園関係の開発であるか、国府関係の開発で

あるか、または自然的開発によるものであるかは、にわかには決しがたい。

最後に本遺跡の調査は緊急調査によるもので、季節 0時期・費用等の点で完全調査でない
.こ

とを

遺憾とし、改めて本格的調査が近い将来において実施できることを期待して結びとする。

(原  嘉  藤 )
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図版 1 東方からみた遺跡

図版 2 西方からみた遺跡
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図版 4 F,Gグ リット2区 の第 1及び第 2環状組石

図版 5 HTl区 第 3環状組石
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図版 6 Hグ リット拡張 1区の第 4環状組石

図版 7 Fグ リット2区の第 5環状組石
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図版 8 1・ Hグ リット各 4,5区 の第 3積石部

Iグ リット2区の ビット状遺構と遺物
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図版 9



図版 10 南方からみた第 1号住居址と第 2号 住居址

図版 11 土
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図版 12 第 1号 土師住居址

第 2号土師住居址
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図版 13



各 種 配 石
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図版 14



図版 15 組文早期山形文土器片 (第 1類 土器 )
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図版 16 G2,-50m押 型文土器出土状況

図版 17 線刻のある石
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図版 18 町田市田端遺跡出土線亥1の 石

上 直線文 , 下 曲線文
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図版 19 組文第 3類 。第 4類 。第 5類 。第 6類 。第 7類土器
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ザ

図版 20 組文第 2類 。第 3類土器
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図版 21 爾生住居址出土土器
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A～ 0地域出土爾生土器
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図版 24 爾 生 土 器 底 部

上 A～O,下 アーソ出土
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布目痕のある爾生式上器底部
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図版 25



3L  2

土師住居址 出上の須恵器
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図版 26
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図版 27
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第 8図  Dト レンチ土顔実測

Iト レンチ拡張部ア 10の 土療実測
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線刻のある石の拓影
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第 H図
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第 12図  縄文第 1類土器拓影
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組文第 2類 。3類土器拓影
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第 4号 住居址 出土爾生土器拓影
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A～ S地区出土の爾生土器拓影

-76-

第 16図



Ψ

‖
、

41、

子
，
―
―
■
増
鱗
　
　
，．

第 17図   ア地区出土爾生土器拓影
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須恵器・施釉陶器実測

-79-

第 19図



=

((11::il::::::::::::::::::::::::::::::::::::〕
〕〉

:

郭

駅

騰

に

図
〇

N

X鸞
0

尽螂 0 
・に 0・懸斡

馬口 0 =ぐθがR



′■

７
●
　
．

■
，・
ギ

ト
　

，
ｒ
ｔ
ｉ

口
ｒ
」

Ｅ

卜

ｒ

長野県松本市今井こぶし畑遺跡

緊 急 発 掘 調 査 概 報

昭 和 48年 度

昭和 49年 3月 31日  印刷

昭和
・49年 3月 31日  発行

発行者 量Ъ楔鹿雹薫軍Ъ『

'さ

乳黙雲
編集者  調査団代表 原  嘉  藤

印刷所  松本市開智2丁 目3の 33

す み れ タ イ プ

〔ブF:荒:`早 |〕


